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十和田囃
ばやし

子鳴り響く
　９月13日から15日にかけて行
われた「十和田市秋まつり」。
　初日の13日は、14台の山車や
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９
月
７
、８
日
の
２
日
間
に

か
け
て
、
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま

ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト「
北
海
道
・

東
北
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
十

和
田
」
が
市
中
心
街
で
開
催
さ

れ
、
18
万
１
千
人
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

十
和
田
バ
ラ
焼
き
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
以
下
バ
ラ
ゼ
ミ
）
や
ゲ
ス

ト
団
体
の
甲
府
鳥
も
つ
煮
で
み

な
さ
ま
の
縁
を
と
り
も
つ
隊
な

ど
21
団
体
が
出
展
。
官
庁
街
通

り
と
商
店
街
の
２
会
場
に
分
か

れ
、ご
当
地
グ
ル
メ
を
提
供
し
、

わ
が
街
の
Ｐ
Ｒ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
い
ま
し
た
。
各
団
体
に

は
、
開
始
時
間
の
午
前
10
時
前

か
ら
行
列
が
で
き
、
完
売
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
た

く
さ
ん
の
人
で
溢
れ
か
え
り
、

街
中
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

閉
会
式
は
相
撲
場
で
行
わ
れ

来
場
者
の
箸
の
投
票
に
よ
り
、

福
島
県
浪
江
町
の
浪な
み
え江
焼や

き
そ
ば麺
太た

い

国こ
く

が
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を

獲
得
し
ま
し
た
。
浪
江
焼
麺
太

国
の
八や
し
ま島
貞さ

だ
ゆ
き之
太だ

い
お
う王
は
「
震
災

に
よ
り
、
帰
り
た
く
て
も
帰
れ

な
い
人
が
い
る
。
全
国
で
離
れ

離
れ
に
な
っ
て
い
る
仲
間
を
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
、
力
強

く
語
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
参

加
者
全
員
で
ト
リ
オ
☆
ザ
☆
ポ

ン
チ
ョ
ス
の
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ

リ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ

て
歌
い
、
一
体
と
な
っ
て
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

人！人！人！
大行列！大賑

わい！
大行列！大賑

わい！

十和田スタイルのおもてなしが光った

ボランティアスタッフ約 1,000 人が活躍
　大会運営に当たって、市民、市内高校
生や企業など約 1,000 人のボランティア
スタッフが参加し、会場内のゴミの回収、
駐車場誘導や案内係などに活躍しまし
た。中でも、十和田西高校からは 162 人
の生徒が参加。各出展団体の補助に回り、
団体と一緒にまちのＰＲ活動に励みまし
た。また、十和田バラ焼きゼミナールの
ブースでは接客から調理までほとんどを
十和田西高生が担当。木村長

たけとし

敏学長は「頼
もしくて、高校生にすべて任せられます」
と、話していました。

▲会場内のごみ集めを行った「ゴミいただき
　隊」の皆さん

Interview

市民ボランティアスタッフ

門
かど

 武
たけひろ

宏さん（22 歳）
　こんなにたくさんのか
たが十和田を訪れてくれ
てうれしいです。大好き
な十和田のためのイベン
トにかかわることができ
てよかったです。この盛
り上がりが後に続いてく
れればいいですね。

Interview

ゲスト団体・山梨県甲府市

隊長・川
かわまた

又 勝
かつひろ

浩さん
　学生などいろいろな人
を巻き込んでいて、本当
のまちおこしの姿を見ま
した。十和田の皆さんの
あたたかさを感じました。

甲府鳥もつ煮でみなさま
の縁をとりもつ隊

参加団体に十和田の印象を聞きました

「ビーワンダー！」の掛け声でＢ
－１グランプリがスタート
　自慢のご当地グルメを提供する
団体の皆さん
　趣向を凝らしてわが街をPR し
ました
バラゼミのブースでは十和田西高
生が元気よく「ラビアンローズ！
（バラ色の人生を）」
高々と金の箸を掲げる浪江焼麺太
国の八島太王（写真中央）

投票結果
■ゴールドグランプリ
浪江焼麺太国
（福島県浪江町）
■シルバーグランプリ
横手やきそばサンライ 's
（秋田県横手市）
■ブロンズグランプリ
久慈まめぶ部屋
（岩手県久慈市）
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２日間で 18万１千人！２日間で 18万１千人！
大盛況！北海道・東北Ｂ－１グランプリ in 十和田大盛況！北海道・東北Ｂ－１グランプリ in 十和田

９/ ７・８９/ ７・８ 十和田市民もびっくり！十和田市民もびっくり！



2013年（平成25年）10月号　広報2013年（平成25年）10月号　広報 ４４５５ 広報　　　　　　　　2013年（平成25年）10月号広報　　　　　　　　2013年（平成25年）10月号

　

今
回
の
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
人
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

駒
っ
こ
広
場
で
は
、
バ
ラ
ゼ

ミ
と
ま
ち
お
こ
し
活
動
に
取
り

組
む「
十
和
田
バ
ラ
焼
キ
ッ
ズ
」

の
三
本
木
小
、
松
陽
小
、
高
清

水
小
の
３
校
が
出
展
。
そ
れ
ぞ

れ
十
和
田
湖
和
牛
、
奥
入
瀬
ガ

ー
リ
ッ
ク
ポ
ー
ク
、
あ
お
も
り

短
角
牛
を
使
っ
た
特
色
あ
る
十

和
田
バ
ラ
焼
き
を
提
供
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
タ
マ
ネ
ギ
は
三
本
木

小
の
児
童
ら
が
三
本
木
農
業
高

校
で
収
穫
し
た
も
の
を
使
い
ま

し
た
。

　

各
校
に
バ
ラ
ゼ
ミ
の
担
当
が

付
き
、
十
和
田
西
高
生
が
調
理

を
行
い
ま
し
た
。
児
童
ら
が
十

和
田
の
こ
と
を
調
べ
て
ま
と
め

来
場
者
に
向
け
て
パ
ネ
ル
な
ど

を
使
い
、
元
気
よ
く
Ｐ
Ｒ
。
保

護
者
も
先
生
も
一
緒
に
な
っ
て

十
和
田
自
慢
を
行
い
ま
し
た
。

　

接
客
も
ば
っ
ち
り
。
バ
ラ
焼

き
を
受
け
取
っ
た
か
た
に
向
け

て
「
ラ
ビ
ア
ン
ロ
ー
ズ
！
」
と
、

呼
び
掛
け
た
り
、
バ
ラ
焼
き
に

一
味
を
振
り
か
け
た
り
。
ま
た

自
主
的
に
来
場
者
に
声
を
掛
け

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
な
ら
で
は
の
元
気
溢

れ
る
「
わ
が
街
自
慢
」
に
、
訪

れ
た
か
た
は
笑
顔
で
応
え
て
い

ま
し
た
。

十和田バラ十和田バラ焼焼
やや

キッズパークキッズパーク

子どもから大人まで子どもから大人まで
元気にわが街自慢元気にわが街自慢

Interview

小
お が さ わ ら

笠原 舜
しゅん

くん

　最初は緊張したけど、みん
なと協力して活動できて楽し
かったです。もっと、やりた
くなりました。ＰＲのために
十和田のことを調べたら、知
らないことがまだまだたくさ
んあって、十和田を改めて好
きになりました。今回のよう
に今後も十和田の魅力を発信
していきたいです。

（高清水小・６年）

岡
お か だ

田 義
よしゆき

幸さん

　十和田の魅力を伝えるため、
子どもたちが自分たちで試行
錯誤して頑張っていました。
大人では伝えられない魅力を
子どもたちが発信してくれた
と思います。今後も人の輪を
広げて、みんなで連携して取
り組んで行きたいです。

三本木小ブース担当
十和田バラ焼きゼミナール

声を合わせて元気に「ラビア
ンローズ！」
　パネルを使って大きな声で
十和田自慢
一味を振りかけるのも真剣
たくさんの人で賑わうバラ焼
キッズパーク
十和田西高生が各ブースで調
理を担当しました
三本木小の児童らが収穫した
タマネギが入った「十和田バ
ラ焼き一味」も販売しました

１

２

４

６

７

３

５

１

２

３４

５６

７

Interview

舌
ぜっこうちょう

校長・畑
はたなか

中 宏
ひろゆき

之さん
　今まで活動してきたことが
実となり、十和田プライド構
築の第一歩となりました。バ
ラゼミが指揮役となり、多く
の市民を巻き込んで連携し、
日本一のまちおこしのシンフ
ォニーを奏でたいです。〝連
携〟こそ、これからのまちづ
くりの手法なのです。

十和田バラ焼きゼミナール

下
しもやま

山 セイカさん
　バラゼミと共に活動する
たびに達成感はあるけれど、
もっと力になれればと思いま
す。次は 11月に愛知県豊川
市での全国Ｂ－１グランプリ
が控えています。まちおこし
活動に終わりはありません。
十和田をもっと発信して、活
性化につなげたいです。

十和田バラ焼きゼミナールと共に
活動（十和田西高・３年）

明
日
に
つ
な
げ
る
ま
ち
お
こ
し

キ
ー
ワ
ー
ド
は〝
連ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク携

〞閉会式にて、参加団体やスタッフなど全員
が肩を組んで一体となった瞬間

Ｂ－１グランプリから学ぶＢ－１グランプリから学ぶ
これからのまちおこしの姿これからのまちおこしの姿

　
「
心
が
洗
わ
れ
る
大
会
」「
お

も
て
な
し
を
実
感
し
た
」「
こ

ん
な
に
若
い
人
た
ち
が
活
躍
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
初
め
て
見
た
」

参
加
団
体
が
、
口
々
に
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

バ
ラ
ゼ
ミ
の
活
動
は
、
た
く

さ
ん
の
人
を
巻
き
込
み
、
人
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、「
人

づ
く
り
」。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
躍
し
て
い
る
人
々
が
一
堂

に
会
し
、
出
会
う
き
っ
か
け
と

な
る
場
で
す
。
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン

プ
リ
は
、
ま
ち
お
こ
し
の
始
ま

り
。
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
終

わ
っ
た
次
の
日
か
ら
が
本
当
の

意
味
で
の
勝
負
で
す
。

　

行
政
も
民
間
も
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
垣

根
を
超
え
て
〝
連
携
〞
し
て
ひ

と
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
と
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
「
十
和
田
っ
て
、
す
ご
い
ん

だ
ぞ
」。

　

十
和
田
を
誇
る
「
十
和
田
プ

ラ
イ
ド
」
を
胸
に
、
集
ま
り
ま

し
ょ
う
。
十
和
田
プ
ラ
イ
ド
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
Ｂ
‐
１
が
、
バ
ラ
ゼ

ミ
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
お
こ

し
の
姿
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
次
世
代
に
も
つ
な
げ
る
、

そ
れ
は
、
明
日
に
つ
な
げ
る
ま

ち
お
こ
し
。
さ
あ
、
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
す
。
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市
町
内
会
連
合
会
（
工
藤
行
雄

会
長
）
が
主
催
す
る
「
市
と
町
内

会
と
の
懇
談
会
」
が
、
８
月
19
日

か
ら
27
日
ま
で
、
市
内
６
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
会
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
自
主
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
は
、
町
内

会
の
活
動
や
暮
ら
し
の
課
題
を
町

内
会
役
員
と
市
職
員
が
一
堂
に
会

し
て
話
し
合
う
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
開
催
さ
れ
た
懇
談
会
に
は
、

市
か
ら
は
小
山
田
久
市
長
、
各
部

長
ら
が
出
席
。
町
内
会
か
ら
は
役

員
な
ど
６
会
場
に
合
わ
せ
て

１
３
１
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
初
め
に
市
か
ら

①
雪
対
策
、
②
（
仮
称
）
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
の
概
要
、
③
セ
ー
フ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
地
域
の
取
り
組
み

と
い
っ
た
、
今
年
度
の
主
要
な
施

策
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
事
前
に
町
内
会
連
合

会
を
通
し
て
提
出
さ
れ
て
い
た

１
９
５
件
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

回
答
し
て
お
り
、
出
席
者
か
ら
は
、

そ
れ
ら
の
内
容
を
含
め
、
行
政
に

対
し
て
質
問
や
意
見
、
要
望
が
相

次
ぎ
、
市
担
当
者
か
ら
の
回
答
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
山
田
市
長
は
「
一
人
一
人
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
に
よ
る
住

民
自
治
と
行
政
自
治
が
一
緒
に

な
っ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
、
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

発
言　

雪
寄
せ
場
が
市
内
中
心
部

に
な
い
の
で
、
作
っ
て
ほ
し
い
。

回
答　

除
雪
の
作
業
効
率
を
高
め

る
た
め
、
請
負
事
業
者
の
雪
寄
せ

場
を
１
０
０
カ
所
に
増
や
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
ほ
か
に
市
民

の
か
た
が
利
用
で
き
る
場
所
の
確

保
を
検
討
し
た
い
。

発
言　

高
齢
者
な
ど
の
世
帯
で
は

除
雪
も
大
変
だ
。

回
答　

高
齢
者
が
住
む
家
の
玄
関

前
か
ら
道
路
ま
で
除
雪
す
る
「
ま

ご
こ
ろ
除
雪
」
制
度
が
あ
る
。
利

用
条
件
が
あ
る
の
で
、
土
木
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

発
言　

中
央
公
民
館
の
生
涯
学
習

機
能
は
な
く
な
る
の
か
。

回
答　

中
央
公
民
館
の
機
能
は

（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

移
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

発
言　

湖
畔
へ
の
観
光
拠
点
施
設

整
備
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答　

環
境
省
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
機
能
も
考
慮
し
、
拠

点
施
設
の
中
身
を
十
分
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
合
併
特
例
債

が
平
成
31
年
度
ま
で
活
用
で
き
る

の
で
、
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

※
懇
談
会
の
当
日
配
布
資
料
は
、

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

　

ま
ち
づ
く
り
支
援
課
で
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

地域住民の声を市政に生かし、住みよいまちづくり

市と町内会との懇談会
が開催されました

問まちづくり支援課☎516725

町内会に加入しましょう！
　皆さんの身近な生活環境を支えているのは町
内会です。住みよい生活環境を維持し、安全・
安心なまちづくりを進めるため、町内会に加入
し、一緒に活動しましょう。

※ご加入希望のかたは、お住まいの地区の町内
　会長、役員または下記までご連絡ください。

　　　　　問市町内会連合会事務局☎ 516783
　　　　　　まちづくり支援課☎51 6725

■
主
な
質
疑
応
答



こんなときは届け出が必要です

秋の狂犬病予防注射と飼い犬登録のお知らせのお知らせ
　生後91日（３カ月）以上の犬は、狂犬病予防法により、生涯１回の登録と年１回
の狂犬病予防注射が義務付けられています。次の日程で狂犬病予防注射と飼い犬の
登録を行いますので、犬を連れて実施場所へお越しください。すでに登録をしてい
る犬の飼い主には、はがきを郵送しますので、注射当日に持参してください。
費用　▶飼い犬の登録料 3,000円　▶予防注射料 3,000円
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月日 実施場所 実施時間 月日 実施場所 実施時間
一本木会館前（白上） ８：40～８：50 両泉寺集会所前 ８：50～８：55
ＪＡ藤坂支店前 ８：55～９：05 旧漆畑消防屯所前 ９：00～９：05
喜多美町バス停前 ９：15～９：20 百目木集会所前　 ９：10～９：15
藤島会館前 ９：30～９：40 冷道研修館前 ９：20～９：25
伝法寺農村広場前 ９：50～９：55 高田集会所前 ９：30～９：35
高谷集会所前（旧米田小近く） 10：05～10：15 片貝沢生活改善センター前 ９：40～９：45
舘バス停前 10：25～10：30 渕沢集会所前 ９：50～９：55
平山バス停前 10：45～10：50 市民の家前 10：05～10：10
ＪＡ切田経済センター前 11：00～11：05 旧東湖館向駐車場（宇樽部） 10：55～11：00
吾郷会館前　　 11：15～11：20 十和田湖診療所前（休屋） 11：10～11：20
瀬戸山公園前 13：10～13：15 和交会館前 ８：40～８：45
日の出会館前 13：20～13：25 西金崎公園前 ８：50～９：00
稲吉集会所前 13：30～13：35 赤沼消防屯所前 ９：10～９：15
東小稲会館前 13：45～13：50 八郷会館前 ９：25～９：35
穂並会館前 13：55～14：05 中掫消防屯所前 ９：45～９：55
南公民館駐車場 14：10～14：20 深持ふれあいセンター前 10：05～10：15
南吾郷町内会館前 14：25～14：35 気比神社前（晴山） 10：20～10：25
隣保館前 14：40～14：50 洞内和徳館前 10：35～10：45
三日市川原バス停前 ８：40～８：45 ひがしの会館前 10：55～11：05
元ＪＡ三日市倉庫前 ８：50～８：55 ワークショップのづき前 11：10～11：20
下洗生活改善センター前 ９：00～９：05 元町神社前（元町屯所隣） 11：25～11：30
太田集会所前 ９：10～９：15 三木野公園前 13：10～13：20
太田川原研修館前 ９：20～９：25 北里公園前 13：25～13：35
二ツ家集会所前 ９：35～９：40 前谷地公園前 13：40～13：50
水尻地区ふれあい会館前 ９：45～９：50 オレンジハート高清水店前 14：00～14：10
中ノ渡集会施設前 ９：55～10：00 東栄会館前 14：15～14：20
川口研修館前 10：05～10：10 牛鍵公民館前 14：30～14：35
中里（消防屯所前） 10：20～10：25 立崎公民館前 14：40～14：45
十和田湖公民館前 10：30～10：35 十和田車検センター事務所前 14：55～15：05
中川原生活改善センター前 10：40～10：45

市役所西側駐車場 ７：00～12：00上川目集会所前 10：50～10：55
下川目生活改善センター前 11：00～11：05
十和田湖支所西側駐車場 11：10～11：20

10
月
20
日
㈰

10
月
12
日
㈯

▲

飼い犬が死亡したとき▲

住所や飼い主など、登録事項に
　変更があったとき

飼い主の皆さんへ

　人と動物が快適・健康に暮らしていける社会の
ために、飼い主の皆さんは近隣に迷惑をかけない
ようにしましょう。住みよいまちづくりにご協力
ください。▲

散歩時のふんは必ず持ち帰りましょう▲

犬の放し飼いはやめましょう
問まちづくり支援課環境衛生係☎51 6726

市役所からのお知らせ

10
月
17
日
㈭

10
月
13
日
㈰

10
月
19
日
㈯



対象　本市に住民登録をしている次のかた
①接種日において満65歳以上のかた
②接種日において満60歳以上65歳未満のかた
　で▶心臓、腎臓または呼吸器の機能に一定の
　障害を有するかた▶ヒト免疫不全ウイルスに
　より免疫機能に一定の障害を有するかた
持ち物　予診票、健康保険証
※10月１日時点で満65歳のかたと過去３年間
　に接種したかたには予診票を９月下旬に郵送
　しています。そのほかのかたは、期間内にお
　問い合わせください。
実施場所　市内指定医療機関

　高齢者のかたを対象にインフルエンザ予防接種を実施します。この予防接種は、
ご希望のかたが接種できるものです。

予防接種の期間　
　10月１日㈫から12月21日㈯まで
費用　1,300円
※次のかたは無料です。
▶生活保護世帯のかた
　受給者証など確認できる書類を提示してくだ
さい。
▶平成25年度市民税非課税世帯のかた
　事前に税務課（市役所本館１階）または十和
田湖支所で「市民税非課税世帯証明書」を取得
し（無料）、接種するときに指定医療機関へ提
出してください。

※上記対象者以外のかたは、市で実施する予防接種の対象となりませんので、直接医療機関にお問い
　合わせください。
※後期高齢者医療制度被保険者のかたを対象に、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の一部助成を行っ
　ています。予診票などは保健センターで発行していますので詳細はお問い合わせください。

問健康増進課健康管理係☎516790
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高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

かかりつけ医を持ちましょう

　日常的な診療や健康
管理、相談などを行っ
てくれる身近なお医者
さんのことを「かかり
つけ医」と呼んでいま
す。
　かかりつけ医を決めておくとちょっ
とした風邪などや急な病気、健康のこ
とや治療のことなど、気軽に相談でき
るようになり安心です。
　現状は、病気やケガの症状の軽いか
たがかかりつけ医を持たずに大きな病
院を直接受診することによって軽症患
者が集中し、病院が本来行うべき高度
医療・救急医療の機能に支障をきたす
事態が増えています。
　そこで、一人一人が信頼できるかか
りつけ医を持ち、限りある医療資源
（医師や医療設備など）を上手に活用
しましょう。
問健康増進課保健相談係☎516791

運動習慣で健康度アップ↑↑

　十和田市では、運動習慣のある
人の割合が、男性と比べて女性の
ほうが低く、男女ともに若い世代
ほど低い傾向にあります（右記グ
ラフ参照）。
　日ごろから運動習慣を持つこと
は、健康を維持するために大切な
ことです。健康度アップのために、
市民一人一人が自分に合った運動
を見つけ、継続していきましょ
う！

年齢別運動習慣者の割合
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（平成24年度保健センター調べ）

この秋から始めよう！運動習慣をつけるヒント
＊歩くことから始めよう！車よりも自転車、
　自転車よりも徒歩へ♪
＊ジムやフィットネスクラブなどの運動施
　設でトレーニングを始めてみよう！
＊エアロビクスや運動のサークルや講座を
　始めてみよう！
＊一緒に運動してくれるパートナーや友達
　を作ろう！
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10月の健康カレンダー
問健康増進課健康管理係
　☎516790◉献血のお知らせ

実施予定日 時　間 場　所

８日㈫ 10：00～15：30 県トラック協会上十三支部駐車場

10日㈭
10：00～11：15 ㈱大泉製作所十和田工場
11：45～12：45 ㈱ササキコーポレーション
14：00～16：00 南部地域農業共済組合

16日㈬ ９：30～11：00 市上下水道部
12：15～16：00 北里大学学生ホール前

20日㈰ ９：30～12：00 県立十和田工業高校
13：30～16：00 ホーマック㈱十和田店

23日㈬
９：30～11：00 太子食品工業㈱十和田工場
12：30～13：30 平野商事㈱
14：30～16：00 十和田東病院

26日㈯ ９：45～12：00 駒フェスタ会場
（中央駐車場内）13：00～15：15

27日㈰ ９：30～12：00 南公民館まつり会場13：00～15：00

29日㈫ ９：30～12：00 県立三本木高校13：00～15：00

11月２日㈯ ９：30～12：00 県立三本木農業高校
（学園祭会場）13：00～15：00

◉各種相談
内容 受付時間 ところ

問い合わせ
◆幼児相談
言葉など子どもの発達の心配
や子どもへの接し方がわから
ないなど悩みがある親子

10日㈭９：30～
※要予約 保健センター

問健康増進課
☎516792◆思春期相談

思春期の悩みや問題を抱え
る親子

10日㈭14：00～
※要予約

◆こころの相談
心の悩み、不眠、飲酒な
ど気がかりのあるかた、
家族

11日６日㈬
14：00～15：00
※11月５日㈫まで要予約

保健センター
問健康増進課
☎516791◆栄養相談

市内在住のかた

18日㈮
９：30～・13：15～
※16日㈬まで要予約

◆もの忘れ相談
もの忘れや認知症の不安が
ある 65 歳以上のかた、家
族

23日㈬
14：00～15：30
※18日㈮まで要予約

市役所新館３階
会議室Ａ

問高齢介護課
☎516720

◉乳幼児健診
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

内容 受付時間 ところ
問い合わせ

◆４か月児健診
健診日までに満４か月に達
する乳児

８日㈫
12：15～12：45
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成24年４月生まれの幼児

９日㈬※歯ブラシ持参
12：15～12：45

◆２歳児発達健診
平成23年４月生まれの幼児

31日㈭※歯ブラシ持参
12：15～12：45

◆３歳６か月児健診
平成22年４月生まれの幼児

29日㈫
12：15～12：45

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。問診票は子どもす
　こやか手帳の「２歳６か月児健診問診票」を使用します。

　病気を治すために必要な薬ですが、飲み方を間違う
と危険です。薬について学んでみましょう。

さわやか健康講座のお知らせ
「くすりと食べ物の飲みあわせ」
～血圧のくすりとグレープフルーツ
ジュースの飲みあわせは大丈夫なの？～

とき　10月15日㈫午後１時30分～３時
　※受け付けは午後１時からです。
ところ　保健センター
講師　ひがし調剤薬局　薬剤師　高屋　優一さん
申込期限　10月８日㈫
　健康増進課保健相談係☎516791

◉母親教室
対象 持ち物 受付時間 ところ

問い合わせ

妊婦のかた 母子健康手帳 28日㈪
12：30～13：00

保健センター
問健康増進課
☎516792

※保育が必要なかたは１週間前までに申し込みください。

内容 受付時間 ところ
問い合わせ

◆療育相談
首すわり・おすわり、歩き
始めが遅い気がするなど発
育や発達について心配のあ
るお子さん

30日㈬※要予約
継続のかた
▶９：30～10：30
新規のかた
▶10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般のかた

１日㈫・15日㈫
13：00～14：00
※要予約

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相
談を希望するかた

16日㈬※要予約
13：00～14：00

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害
などにお悩みのかた

15日㈫
10：00～10：30

◆エイズに関する相談
一般のかた

１日㈫・15日㈫
13：00～14：00
※要予約

上十三保健所
問☎㉓8450

　「傾聴」は、単に相手の話を聞くのではなく、相手
のこころをくみ取り、寄り添うものです。相手が受け
とめられたと感じる聴き方を学び、人とのコミュニ
ケーションに生かしてみませんか。

傾聴入門講座のお知らせ

対象　市内在住で「傾聴」に関心があるかた
とき　11月22日㈮午後１時30分～４時30分
ところ　市役所新館５階会議室
講師　ＮＰＯ法人シニアライフセラピー研究所
申込期限　10月31日㈭
　健康増進課保健相談係☎516791
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規制予定時間　9：10～12：30
（２・３・５・10㎞コース）

規制予定時間　9：10～10：20
（10㎞コース）

交通規制時
病院入口
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～秋風を切って、紅葉の
　　　日本の道百選「駒街道」を駆ける～

第18回
とわだ駒街道駒街道
　　　マラソン大会

10/13日 とき　午前８時30分～（開会式）
ところ　市陸上競技場

※ランナーの募集は締め切りました。

問とわだ駒街道マラソン大会実行委員会
　（スポーツ・生涯学習課内）☎722317

とわだ駒街道マラソン大会開催のため、下記のとおり交通規制が行われますので、ご協力をお願いします。
また、交通規制により路線バスの一部経路および中央病院入口が北側（北園駐車場方面）へと変更になります。

●車両はできるだけ事前に迂回してください。
●交通規制・迂回については、警察官や現場係員など  
　の指示に従ってください。
●交差点付近は安全確保のため、選手の集団が途切
　れるまで一定時間お待ちいただくことがあります。
●競技コース上は駐停車できません。
●規制に伴い、路線バスの経路に一部変更があります。

● コース案内・交通規制のお知らせ ●

▼交通規制予定時間　９時10分～12時30分　◆マラソンコース（車両通行規制区間）◆マラソンコース（車両通行規制区間）

ス タ ー ト 時 刻

10㎞コース… ９：10
 ５㎞コース… ９：15
 ２㎞コース…10：25～
 ３㎞コース…11：30

大会に出場するランナーを
みんなで応援しよう！
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「百
ひゃくしょう

姓一
い っ き

揆の慰
い

霊
れい

碑
ひ

」
　大沢田集落を一望できる高台にある
宮本喜代一宅地に、今から268年前に
発生した百姓一揆の犠牲者となった指
導者を慰霊する石碑が建立されている。
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み
盛
岡
へ
直
訴

の
行
動
に
出
た
。
一
揆
衆
四
十
八
人
は

各
番
所
を
押
し
通
り
盛
岡
を
目
指
し
た

が
、
沼
宮
内
で
七
戸
代
官
所
の
役
人
に

追
い
つ
か
れ
連
れ
戻
さ
れ
た
。
藩
の
重

大
事
件
の
た
め
、
盛
岡
御
町
奉
行
・
織

笠
庄
助
の
裁
き
を
受
け
、
発
頭
人
の

三
七
と
民
部
の
二
人
は
打
ち
首
獄
門
と

な
る
。
二
人
に
積
極
的
に
協
力
し
た
鴨

助
は
岩
手
・
沢
内
村
に
追
放
と
な
っ
た
。

外
の
四
十
五
人
は
謹
慎
す
る
こ
と
を
条

件
に
入
牢
を
免
ず
る
裁
き
を
受
け
る
。

　

ま
た
、
嘉
右
衛
門
兄
弟
は
知
行
地
を

取
り
上
げ
ら
れ
、
七
戸
代
官
・
野
辺
地

忠
左
衛
門
は
閉
門
を
命
じ
ら
れ
た
が
、

間
も
な
く
嘉
右
衛
門
兄
弟
は
大
沢
田
の

知
行
地
回
復
、
忠
左
衛
門
も
前
職
に
復

帰
す
る
。

　

大
沢
田
集
落
の
人
た
ち
は
世
を
憚は
ば
かり
、

事
件
発
生
六
十
二
年
目
に
し
て
犠
牲
者

と
な
っ
た
二
人
の
供
養
碑
を
建
立
し
現

在
も
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

（
文
責
：
市
文
化
財
保
護
協
会
）

とわだの文化財❖10 問スポーツ・生涯学習課☎722313～十和田市の文化財を紹介するコーナーです

碑　

文　

銘

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
巳
之

　
　
　
　
　
　
　
　

願　

主

　

寒
應
受
清
信
□

　

活
應
道
氣
信
□

　
　

文
化
三　

寅　

八
月　

造

　
　
　
　
　
　
　

六
十
二
年

11２４→→土 月

第44回第44回 十和田市民文化祭十和田市民文化祭
会場会場 市民文化センター市民文化センター
問スポーツ・生涯学習課文化係☎722313

市民文化祭
シンボルマーク

舞台部門
月日 時間 事業名 会場

11/２㈯

９：30～
10：00

オープニング
セレモニー

文化センター
玄関前

10：00～
15：30 舞と躍動

大ホール15：30～ 
15：50 演劇

15：50～
16：00 舞と躍動

11/３㈰
９：30～
15：00 市民茶会 邦舞邦楽場・

茶室
13：00～
15：00

洋楽・邦楽の
調べ 大ホール

11/４㈪

10：00～
11：30 吟詠

邦舞邦楽場14：00～
16：00 謡と仕舞

13：30～
17：00

管弦楽・吹奏
楽 大ホール

展示部門
月日 時間 事業名 会場

10：00～
17：00
※最終日は
16：00まで

手工芸展

視聴覚ホール
視聴覚ホール入り口
展覧展示ホール
エントランスホール
大ホール２階入り口

蘭展
文芸展
盆栽展
いけ花展
陶芸展
自然界展
美術展
水墨画展
書道展
写真展

　市内外で活動する文
化団体などが日ごろの
活動の成果を発表しま
す。皆さま、是非お越
しください！

11/２㈯

11/４㈪
〜
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❖
の
う
ぎ
ょ
う
政
策
情
報
①

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に

　
　
　
　

〜
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
活
用
〜

　

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を

誇
る
本
市
の
農
産
物
。
県
内
第
３
位

の
耕
地
面
積
を
有
す
る
十
和
田
市
の

農
業
は
、
こ
れ
ま
で
地
勢
を
生
か
し

て
米
、
野
菜
、
畜
産
な
ど
土
地
利
用

型
の
経
営
で
本
市
振
興
の
原
動
力
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
年
々
高
齢
化
が

進
み
、
就
農
者
が
減
少
し
て
い
ま
す

（
左
記
グ
ラ
フ
参
照
）
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
多
く
の
農
業
者
が
10
年

後
の
地
域
農
業
に
問
題
が
生
じ
る
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

地
域
農
業
を
支
え
る
力
強
い
担
い
手

の
育
成
が
必
要
で
す
。
市
で
は
昨
年

12
月
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
地
域
ご

と
に
定
め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
市
内
全
域
の
10
地
域
に
つ
い
て
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
各
地
域
の
農
業
に
携
わ

る
か
た
が
た
の
話
し
合
い
を
経
て
、

地
域
農
業
の
核
と
な
る
農
業
者
や
農

業
法
人
な
ど
を
中
心
経
営
体
と
定
め
、

地
域
の
農
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

農
業
を
進
め
て
い
く
の
か
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
を
柱
に
、

各
種
支
援
や
給
付
に
よ
り
担
い
手
を

支
え
た
り
、
担
い
手
を
新
た
に
募
る

取
り
組
み
を
行
い
、
地
域
農
業
の
再

生
を
図
り
ま
す
。

地
域
農
業
の
未
来
設
計
図

　
　
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

十和田市を10の地区に分けて昨
年10月から11月にかけ座談会
を開催しました

動
き
出
す

　
　
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

　

現
在
、
各
地
区
の
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
各
種
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
13
の
中
心
経
営

体
が
機
械
導
入
の
補
助
を
受
け
、
経

営
規
模
の
拡
大
や
農
産
物
の
高
付
加

価
値
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中

心
経
営
体
は
後
継
に
悩
む
か
た
の
農

地
活
用
の
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
17
人
の
新
規
就
農
者
が
青

年
就
農
給
付
金
の
後
押
し
を
受
け
、

地
域
で
の
農
業
経
営
に
着
手
し
て
い

ま
す
。

地
域
農
業
の
再
生
に
向
け
て

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は

本
市
発
展
の
礎
い
し
ず
えで
す
。
市
で
は
農
業

活
性
化
の
た
め
、
高
付
加
価
値
化
や

６
次
産
業
化
な
ど
各
種
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
盤
と

な
る
地
域
農
業
は
、
か
つ
て
の
姿
か

ら
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

農
業
に
意
欲
の
あ
る
か
た
は
今
を
契

機
と
捉
え
、
こ
の
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
活
用
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
プ
ラ
ン

に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
地
区
ご
と

の
座
談
会
を
経
て
、
年
に
２
度
更
新

し
ま
す
。

　

経
営
拡
充
や
新
規
就
農
を
お
考
え

の
か
た
、
ま
た
、
経
営
縮
小
な
ど
で

農
地
を
貸
し
た
い
か
た
は
是
非
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
４
２

◆新規就農を募り支える
　 取り組み
経営開始型の青年就農給付金
　新規就農者の農業経営が軌道
に乗るまでの間、最長５年間を
支援します。
◇給付額　年額150万円
◇要件　45歳未満で独立・自営
　就農するかた　その他

◆中心経営体を強化する
　 取り組み
経営体育成支援
　経営規模の拡大などを図るた
めに必要な農業用機械や施設の
導入を支援します。
◇内容　融資を受けて農業用機
　械などを導入する際の、購入
　代金の３/10以内または融資
　額のいずれか低い額（上限　
　300万円）

▼「人・農地プラン」による事業の一例

0
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5000
6000
7000
8000

Ｈ22Ｈ17Ｈ12Ｈ７Ｈ２

就
業
人
口
（
人
）

十和田市の農業就業人口の推移
（農業センサスより）

70歳以上

50歳未満

50歳以上
70歳未満

減
少
す
る
地
域
農
業
の
担
い
手



問とわだ産品販売戦略課☎516743
とわだ産品情報

とわだ産品販売戦略課 検索索

第４回米粉アイデア料理コンクール
「米

べい

ー１グランプリ」作品募集
応募規定　①「料理部門」「菓子部門」「ジュニ
　ア部門」の３部門とします。
　②作品はオリジナルで未発表のものに限ります。
　　（何点でも応募可）
応募資格　①市内在住または通勤・通学のかた
　　（プロ・アマ、個人・団体問わず）
　②12月７日㈯に開催する公開審査会に調理済み
　　の応募作品を持参できるかた
　③「ジュニア部門」の対象は、小学４年生から
　　中学３年生までのかた
使用する米粉　十和田市産のうるち粉
　※応募したかた先着60人にサンプルを無料配布
応募方法　指定の応募用紙（とわだ産品販売戦略
　課窓口で配布または市ホームページからダウン
　ロード）を記入の上、提出
応募期間　10月１日㈫～31日㈭
　〒034－8615（住所記載不要）とわだ産品販売
　戦略課「米－１グランプリ係」あて

13 広報　　　　　　　2013年（平成25年）10月号

食ビジネスによる十和田市活性化セミナー

とき　10月８日㈫ 午後２時～４時30分
ところ　市総合体育センター
講師　㈱キースタッフ代表取締役　鳥

と す

巣 研
けん じ

二 氏
定員　40人（先着順）
申し込み方法　10月４日㈮までに参加申込書（と
　わだ産品販売戦略課窓口で配布または市ホーム
　ページからダウンロード）を記入の上、持参ま
　たはFAX㉒9399で提出

キッズソムリエの「キッズ屋台」開催

　キッズソムリエが、駒街道マラソ
ン大会で「キッズ屋台」を開催しま
す。十和田産野菜を使ったハンバー
ガーや長芋すいとんなどを販売する
ほか、十和田産野菜をＰＲします。
とき　10月13日㈰ 午前10時～正午
ところ　市陸上競技場

十和田市現代美術館開館５周年記念展 vol.２

十和田奥入瀬芸術祭開催中 ９/21-11/24
会期中のイベントをお知らせします

◆青い森の ちいさな 音楽会
　　奈良美智ディレクションによるちいさな音楽会   
   を開催します。
　10月12日㈯　午後４時～８時30分　
　　会場：星野リゾート 奥入瀬渓流ホテル
　　出演：YOK．、タテタカコ、奈良美智（DJ）ほか
　　料金：3,500円（ローソンチケットにて販売中）
　10月13日㈰　市民連携プログラム
　　会場：市内ライブハウス各所　　
　　※料金、詳細はウェブサイトをご覧ください。
　10月14日㈪　みんなでアンサンブルを奏でよう
　　リハーサル 正午～午後１時　本番 午後２時～３時
　　会場：アート広場　　出演：大友良英
　　料金：無料　　※マルシェ同時開催

◆Nature & Arts Camp 2013
　　自然とのかかわりの中でさまざまな活動を実践 
   したいと考えているアーティスト、コーディネー   
   ターを募集します。
　10月18日㈮～20日㈰　
　　会場：十和田湖、奥入瀬渓流周辺
　　出演：青山悟、岩木登、山本修路ほか　
　　定員：20人　　参加料：20,000円

◆超訳　びじゅつの学校　奥入瀬自然校＋
　　会期中、芸術祭会場や周辺の拠点を使って自
　主的に活動を行うことができます。また、来場
　者はその活動（部活動）に随時参加することが
　できます。
　部活動募集　美術部、写真部、散歩部、星空観
　　察部などユニークな部活動を募集します。

❖人口減少時代の地域づくりセミナー
　コミュニティデザイナー山崎亮
さんによるセミナーを開催します。

演題「人と人がつながるコミュ
ニティデザイン」（参加無料）
とき：10月27日㈰
　　　午後２時45分～４時30分
ところ：ホテル十和田荘
定員：70人（先着順）
申込期限：10月18日㈮
※詳しくは青森県ホームページ
　をご覧ください。

　　　山
やまざき

崎　亮
りょう

・studio-L代表取締役
・京都造形芸術大学教授
・慶應義塾大学特別招聘
　教授

問現代美術館☎⑳1127

問青森県地域活力振興課☎017-734-9075
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各公民館、市民文化センターの各公民館、市民文化センターのサークルサークル、 、 講座講座をお知らせしますをお知らせします
分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先
川　柳 十和田かぱちぇっぽ川柳吟社 毎月５日13：30 水野　成弘㉓8327
箏
そ う

（琴） 筝愛好会 毎週㈰13：00 苫米地德子㉓8401
太極拳 中央太極拳愛好会 毎週㈪・㈯10：00 武井さつ子㉕6095
大正琴 大正琴みちのく同好会 第１・３㈫10：00 中村　縫子㉓8302

短　歌
かたばみ短歌会 第１㈪10：00 平舘卓次郎㉔9167
十和田短歌会 第３㈰13：00 中里茉莉子㉒1467

ダンス・スポーツ 十和田ダンスフレンド 毎週㈮18：00 向山  精吉㉒9349
チェロ チェロサークル十和田 第１㈭19：00 中野渡明美㉓8037

ちぎり絵
あさがお会 第２・４㈪10：00 櫻田　昭子㉓7528
和紙ちぎり絵の会 第２・４㈮９：00 今野千恵子㉒4544

舞　踊

せせらぎ会
毎週㈮13：00

平舘　和子㉘2335
第３㈮10：00

日本舞踊 花すず会 毎週㈭10：00 高瀬　英子㉓8954
日本舞踏研究所　舞扇流 第1・2・3㈮10：00 高村　靖子㉗2854
舞踊第一華の会 第1・2・3㈮19：00 杉沢　あさ㉓5846

俳　句
新樹俳句会 第３㈯13：30 比内　順子㉓5654
十和田市すばる俳句会 第１・３㈬９：30 中村しおん㉒0536

ピアノ サークルドルチェ 毎週㈬９：30 岩城　聖子㉒9594

フラダンス
ハイビス　フラ 毎週㈬10：00 角浜　直子090-4380-6139
ピリアロハ　オ　フラ 第２・４㈫19：15 立崎　敬子㉓6404
ポラリス　フラ 毎週㈬13：00 下山恭美子㉓1715

フラワーアレンジメント フラワーサークル“fl eur” 月３回～４回㈬13：30 土橋　和子090-8355-3340
ボーイスカウト 日本ボーイスカウト十和田第１団 月２回休日９：00 苫米地俊廣㉒8355

ボランティア活動
精神保健福祉ボランティア「駒の会」 第１㈯10：00 内藤ツヤ子㉒6354
十和田点訳・朗読奉仕会 第２㈭13：30 佐々木照代㉒3782

盆　栽 十和田盆栽会 第２㈯13：30 山本　京子㉕5633
マジック 十和田マジッククラブ 第２・４㈫18：30 畑山喜代人㉓2531
マンドリン 十和田マンドリンクラブ 毎週㈭18：30 藤原　寿子㉒2285
洋　裁 ドレスメートの会 毎週㈬13：00 畑山　教子㉒1165
ヨ　ガ ヨガ愛好会 毎週㈬・㈭９：30 吉田　正子㉔9278
よさこい 馬花道 毎週㈬19：00 對馬　秀090-2602-6046

■中央公民館　☎㉓5277　
分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先
編み物 つむぎの会 毎週㈭13：00 伊沢　キイ㉓1020
生け花 青山御流いけはな愛好会 第２㈬10：00 藤原　寿子㉒2285
色こぎん 色こぎんサークル 第１・３㈭10：00 蛯名　幸子㉓8246

英会話
英会話愛好会 毎週㈬19：00 坂上　孝哉㉒4190
スマイル英会話クラブ 毎週㈮10：00 近藤　眞子㉒0595

絵手紙 絵手紙とんぼの会 第１・3・４㈭10：00 朝倉　英子㉒3797
小倉百人一首 十和田百人一首愛好会 第１㈪10：00 久保　督子㉔2496
絵　画 十和田チャーチル会 毎週㈯13：00 石田　　博㉒1971
紙粘土 粘土クラブ 毎週㈭10：00 玉川　規子㉒6067

カントリーダンス カントリーラインダンス愛好会 毎週㈬18：00 上村　鮎子㉖2945
健康体操 健康体操ダンスクラブ 第１・３㈯10：00 井端　セツ㉓5851

コーラス
コーラス四季 毎週㈬10：00 二瓶　ミヨ㉕2236
コールアゼリア 毎週㈮９：30 浜田登美子㉒0137

茶　道
茶道愛好会コスモス 第１・３㈭13：30 佐藤　鈴子㉒2140
桔梗会（裏千家） 第２・３㈭10：00 大塚　勝子㉓6444
ひふみ会（江戸千家） 第１・３㈪13：00 高橋　圭子㉒1531

詩　吟
岳風流みちのく吟詠会十和田第一教場 毎週㈫13：00 成田　孝吉㉒8839
岳風流みちのく吟詠会十和田第二教場 毎週㈭19：00 大川　ミワ㉒2757
日本國風流十和田吟詠会 毎週㈬18：00 小山田京子㉒3580

七宝焼き 七宝クラブ 第１・３㈭10：00 高橋　靖子㉓4978

社交ダンス
寿大学社交ダンス愛好会 毎週㈪13：00 高田　裕之㉓2225
十和田市社交ダンス愛好会 毎週㈫19：00 川下三重子㉔0696

写　真 フォト五月会 第２㈫18：30 神　　玲子㉒0158
三味線 北彩三紘会 毎週㈬18：00 佐藤　弘二㉒5020
手　芸 趣味の会 毎週㈪10：00 佐藤　鈴子㉒2140
将　棋 十和田将棋サークル 毎週㈰13：00 日野口悦照㉕5051

自主学習

十和田あすなろ会 第３㈭13：30 阿部　憲悦㉓6330
とわだ古文書の会 第１・３㈮13：30 桶川　裕子⑳1607
十和田シュタイナー教育を学ぶ会 月１回㈰９：30 石澤由紀子080-1833-4250
歴史ドラマを楽しむ会 第３㈰13：00 大沼　　智㉒5274

吹奏楽 クレール・ウインド・オーケストラ 不定期㈭18：00 山下　一成㉕6933
水墨画 十和田水墨画同好会 月３回㈬９：00 太田　　諭㉒3674

西十三番町１番１号

分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先
新舞踊 舞悠会 毎週㈭18：30 新屋敷京子732701
手踊り 舞悠会 毎週㈭18：30 小林　昭蔵732412

■沢田悠学館　☎732012
分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先
アジアン結び アジアン結びと手縫い愛好会 毎週㈭10：00 黄　　慧英723008
珠　算 とわだ珠算研究学会 毎週㈫・㈭13：30 太田　和彦㉓4287
書　道 沢田書道愛好会 毎週㈪18：30 小林　昭蔵732412

大字沢田字下洗21番地１

■十和田湖公民館　☎722102
分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先
生け花 生け花愛好会 月３回㈭17：30 福井　元子723010
楽器演奏 とわだ音楽愛好会 不定期 小笠原城司722160
コーラス 十和田湖コーラス愛好会 毎週㈪19：00 菩提寺正巳722036
自主研修 大町桂月を語る会 不定期 谷川　妙子㉒5260
珠　算 とわだ珠算研究学会 毎週㈪・㈮13：00 太田　和彦㉓4287
珠算・学習 川上総合学習スクール 毎週㈫・㈬・㈭13：00 川上あき子㉓0727
手　話 手話おさらい会 月２回㈫18：00 柳沢　博子752512

分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先
短　歌 十和田湖ろまん短歌会 月２回㈮18：30 外山　國雄722511
陶　芸 釉の会 毎週㈭18：30 上坂　光也742556

地域活動団体 十和田湖まちづくり協議会 不定期 小笠原今朝雄722847
ダンス レクリエーションダンス愛好会「ビガーメイツ」 毎週㈬19：00 工藤　きよ722776
フラダンス ポラリス　フラ 毎週㈭13：00 下山恭美子㉓1715
よさこい 馬花道 毎週㈬・㈯19：00 對馬　秀090-2602-6046
和太鼓 十和田水神雷太鼓 毎週㈫・㈭19：00 古谷　浩明㉕2034

大字奥瀬字下川目126番地

■市民文化センター　☎㉒5200
分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先

生け花
青山御流いけはなこども教室 第2・4㈯10：00・18：30 高木　淑子㉓2885
小原流お花に親しむ会 第２・４㈬９：00 米田　敏子㉒3129

謡曲・仕舞 十和田宝生会 不定期（月３回） 盛田　駿造622903
コーラス ポピュラーコーラス十和田 第１・３㈫19：00 杉本　修蔵㉒6138
茶　道 裏千家子ども茶道教室 毎週㈯13：00 玉掛　　靖㉒6026
太極拳 悠々太極拳クラブ 第１・３㈮10：00 加賀れつ子㉒6909
バレエ すみ子モダンバレエ研究所 毎週㈬・㈯17：00 内沢すみ子090-5357-8979

分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先

フラダンス
ハイビス　フラ 毎週㈭10：00 角浜　直子㉑1650
ピリアロハ　オ　フラ 第１・３㈫14：00・19：15 立崎　敬子㉓6404
オハイ　アリイ　フラ　スタジオ 第２・４㈫10：00 蛯名満喜子090-5832-8048

舞　踊 花柳流花すず会日舞教室 第１・３㈯13：00 花柳寿々美岳090-5394-0502
モダンバレエ 柊ダンス＆バレエ 不定期 上野　智子090-4888-8835
ヨ　ガ アロマヨガ 毎週㈫10：30・㈯ 安齋　　香090-7192-4550

西三番町２番１号

■南公民館　☎㉒4416
分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先
アロマクラフト アロマクラフト手づくり講座 第2㈭10：00・11：30 沼内美加子㉕0578

生け花

池坊いけばな木村教室 第２・４㈮19：00 木村　則子㉔1637

華道サークル（小原流）
第２・４㈫18：30

気田　洋子㉓5614
第２・４㈯13：30

青山御流いけはな教室 第２・４㈬10：00 佐々木イシ㉓9144
囲　碁 十和田市囲碁愛好会 毎週㈯・㈰・㈪13：00 佐々木主計㉔2433

エアロビクス エアロビクス愛好会 毎週㈫19：00 山本　涼子㉒7948
音楽（ピアノ） 初心者のためのピアノ 毎週㈭10：00 三浦　央子㉓8625
合　唱 とわだ混声合唱団 毎週㈬19：00 奥山　　紘㉒6240

着付け
前結び着付け教室 第2・3・4㈫10：00 熊谷　信子㉒1030
らくらく着方クラブ 第1・2・3㈬10：00 村岡紀代子0178-28-7730

切り絵 十和田切り絵愛好会 第１・３㈬10：00 中村　旗子㉓8516
コーヒー コーヒーを楽しむ 第２㈪13：00・14：30 富樫　孝則㉕2916

国際理解
アッサー!ハングル語講座 毎週㈬19：00 プロワークス十和田㉒8067
ABC英会話クラブ 毎週㈪19：00 沢口さつき090-7325-0235
北園Cカレッジ中国語講座 第２・４㈮13：00 大平　　寛553588

呼吸法 インド呼吸法の会 月１～２回 川崎　直美080-6021-7623
茶　道 お抹茶クラブ（表千家） 毎週㈮10：00 秋田美智子㉒5408
３Ｂ体操 ３Ｂ体操クラブ 毎週㈬10：00 田中のぶ江554274
詩　吟 みちのく吟詠会十和田南教場 毎週㈯14：00 簗田　春子㉒4073
七宝焼き 南七宝クラブ 第３㈯13：00 乙供　亮子090-4885-7014

社交ダンス
社交ダンス愛好クラブ 毎週㈪19：00 馬場　悦子㉒6228
南社交ダンス愛好会 毎週㈯18：30 竹ヶ原良栄㉓9307
リフレッシュダンス愛好会 毎週㈮19：00 畑山　励司722456

水墨画 南公民館水墨画クラブ 第２・４㈭13：30 武内　敏夫㉓2497

分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先

書　道
かな書道教室 第２・４㈪14：00 山本登美子㉔2323
篆刻講座南教室 第２・４㈪14：00 山本　和照㉔2323
南書道クラブ 第１・３㈫10：00 泉　　久江㉓9531

新舞踊
ひまわりの会 毎週㈫13：00 畑山　テル㉓3259
楽踊会 毎週㈪10：00 竹ヶ原ひろ子㉒3088
輪踊会 毎週㈪19：00 沼宮内良子㉘2611

箏
そ う

（琴） 生田流お箏教室 毎週㈬13：00 鎌田　美保0178-45-3943
創作ジュエリー 彫金教室 毎週㈯10：00 三澤　麻美090-2995-2259

太極拳
南太極拳クラブ 毎週㈪10：00 相馬　敏光㉓0872
十和田太極拳愛好会 毎週㈭18：30 小原　　実㉓7967

体　操 リズムフィットネスクラブ 毎週㈬10：00 鳥山　幸子㉓3311

ダンス・体操
レクリエーションダンスコスモス 毎週㈫13：00 的場　文子㉔3101
十和田フォークダンスクラブ 月１～２回 工藤　祐享㉒5012

日本舞踊 旭流十和田玉光会 毎週㈫18：00 桜田　節子㉓1458
パッチワーク キルトクラブ 第２・４㈭19：00 田中まり子㉘2225
パソコン講習 シニアパソコンクラブ 毎週㈪９：30 鈴木　武男㉕3259
パンづくり 手づくりパン教室 第３㈭９：00 富樫　トメ090-2979-0710

フラダンス
ピリアロハ　オ　フラ 第２・４㈫14：00 立崎　敬子㉓6404
オハイ　アリイ　フラ　スタジオ 第３㈫10：00 折田　悦子722484

フラワーアレンジメント フェリーチェ南教室 毎週㈫15：00・18：30 荒河　郁子090-2888-7990

民　話 十和田・民話語りべ「わの会」
第２㈫10：00

下栃棚たけ子㉓9476
第３㈬18：30

ヨ　ガ リフレッシュヨガ 第２・４㈭10：30 新山　奈穂090-3357-4602
幼児サークル めだかの学校 毎週㈭10：00 岡村　果林㉔2910

西六番町５番10号

■東公民館　☎㉔9000
分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先

生け花
いけばな小原流 第１・３㈮10：00 小野　啓子080-6001-7499
木村則華池坊いけばな教室 第１・３㈭19：00 木村　則子090-7939-8294
青山御流いけはな教室 第２・４㈭19：00 高木　淑子㉓2885

エアロビクス

エアロビクス＆ストレッチ教室 月４回㈮19：00

加藤　智子㉓1509
脂肪燃焼エアロビクス 月４回㈪19：00
リフレッシュ！エアロビクス 月４回㈪10：00
健康体操 月４回㈭10：00

英会話
楽しい英会話 毎週㈫10：00 下田　康子㉒2266
英会話教室 毎週㈬10：00 プロワークス十和田㉒8067

押し花 押し花（５月～11月） 第２・４㈫13：00 北上　保子㉕8955
ガールスカウト ガールスカウト青森県第10団 不定期 新井田祐子㉓5131（岩間方）
紙しばい 紙しばい倶楽部とわだ 第２・４㈪10：00 鳥山　幸子㉓3311
カラオケ やまびこカラオケ愛好会 月４回㈭13：00 沢目　孝人080-3321-8458

空　手
空手道教室 月４回㈮18：00 橋場　謹也090-8257-4217
空無道空手とわだ愛好会 毎週㈭18：00 木村　武士090-4476-9322

教　育 硬筆書写検定の資格取得講座 第２・４㈪19：00 山本登美子㉔2323
教　養 幸

こうゆう

由の会（男の習い事） 第３㈭18：00 豊川　智美090-1374-7151
クラフト ソープカービング＆クラフト教室 第２・４㈯９：30 佐伯　知美080-1815-1867
語　学 ハングルクラブ 毎週㈭19：00 佐藤　友美㉕2468

国際交流
韓国語教室 第２・４㈬10：00 十和田国際交流協会事務局・

平野090-7663-0132世界の料理教室（７月～12月） 第４㈪９：00
茶　道 大日本茶道学会茶道教室 第１・２・３㈮13：00 小野寺和子㉒1272
３Ｂ体操 ３世代が楽しめる３B体操教室 月４回㈮10：00 佐藤佐智子090-7668-5437
七宝焼き 七宝教室 第３・４㈬13：00 高橋　靖子090-9034-3757
社交ダンス 楽しい社交ダンス 月４回㈯10：00 佐々木文男㉔0662
写　真 青森国際写真集団 第１㈭19：00 太田　達郎㉓6880

書　道
瑶光書道教室 月４回㈪13：00 圓　瑶光090-5184-4236
篆
てん こ く

刻（自分の印を創ってみよう） 第２・４㈪19：00 山本　和照㉔2323
吹奏楽 クレール・ウインド・オーケストラ 不定期㈰18：00 山下　一成㉕6933

分野・内容 団体名・講座名 活動日 問い合わせ先
箏
そ う

（琴） 生田流お筝教室 第２・４㈰10：00 田中裕美子090-3750-2245
太極拳 ゆったり太極拳教室 月４回㈪10：00 野月　雅子090-9539-0645
大正琴 大正琴教室 第１・３㈭９：30 今泉キミエ㉒3385

ダンス
十和田市ダンススポーツクラブ 毎週㈬19：00 小沢　秀司㉓2074
ダンスクラブ　α（アルファ） 毎週㈮14：00 米内山かおる㉕4069
ダンスクラブ 　ベスター 毎週㈫・㈭19：00 山本　秀雄㉓6700

中国語
たのしい中国語会話　入門コース 月４回㈫18：30

山端　美華090-7327-7999
たのしい中国語会話　初級コース 月４回㈫19：40

手編み ニットサークル ひまわり 第１・２・３㈫13：00 浪岡　紀子㉓7579

陶　芸
火曜陶芸教室 毎週㈫19：00

奥山　　紘㉒6240
十和田やきものクラブ 毎週㈭・㈯９：00
陶芸水曜クラブ 毎週㈬９：00 小野寺　功㉓8483

粘　土 粘土工芸（サン・クラフト・ドール） 第１・２・３㈬９：30 藤田　睦子090-1066-5344
ハーモニカ 十和田ハーモニーズ 毎週㈪12：30 福沢　勝義㉒7722
美　術 美術教室ふぉるむ 月４回㈫13：30 日野口　晃㉓0646
ピラティス ピラティス　タイム 毎週㈪10：00 松倉　史子080-5035-9460

舞　踊
南部大黒舞の会 月４回㈮月１回㈪18：00

山田すが子㉒5802
みなして踊るべしナニャドヤラ 毎週㈭10：00

フラダンス フラダンスで心も体も健康に 月４回㈫10：30 柳沢ちせ子532891

フラワーアレンジメント
花談の会ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 第２・４㈪19：00 豊川　智美090-1374-7151
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室Green Rose 第２㈯14：30 椛木　ゆみ090-4883-1756
ヨーロピアン・フラワーデザイン　フェリーチェ 毎週㈬13：00・18：00 荒河　郁子090-2888-7990

ボイストレーニング ボイストレーニング研究会 毎週㈫18：30 古賀　隆也090-1494-6828
モダンバレエ 柊ダンス＆バレエ 毎週㈯12：00 上野　智子090-4888-8835
洋　裁 簡単ソーイング＆リフォーム 第２・４㈪９：30 浜田ゆり子017-766-8616

ヨ　ガ
ご当地ヨガ（ベビーヨガ） 第４㈯９：45 藤代080-3501-6790
やさしいヨガ講座 毎週㈫10：00 山田すが子㉒5802
夜のリラックスヨガ 月４回㈫18：30㈭13：30 古間木栄美子㉔2064

大字三本木字里ノ沢１番地240

※詳しい内容は、問い合わせ先に確認して
　ください。また、活動日の時間は開始時
　間です。
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市内イベントを随時更新中▶十和田市ブログ「駒の里から」
http://citytowada.exblog.jp/ ▶十和田市写真館 http://www.city.towada.lg.jp/youkoso/photo/top.htm

　現在、中心商店街に建設中の（仮称）市民交流プラザ
設計者の建築家・隈研吾さんの講演会が８月 25 日、市
民文化センターで開催され、約 600 人が訪れました。
　隈さんは、「場所の力」をテーマに講演。過去に設計
した建築物やプラザの設計について紹介。「いい建築に
はマグネット効果がある。街中と十和田湖奥入瀬が連動
したまちづくりを継続すればこのまちは強力なマグネッ
トとなります」と、話しました。

プラザの設計について「街の人から愛されるようにと考
えました」と、話す隈さん

（仮称）市民交流プラザ設計者

建築家・隈
くま

研
け ん ご

吾さんが講演

　８月 29 日、十和田湖観光汽船ターミナルで「第２回
十和田湖ひめますブランド化講習会」が行われ、十和田
湖畔の飲食店や宿泊施設の関係者らが参加しました。
　講習会終了後、十和田湖増殖漁業協同組合の小林義美
組合長が「十和田湖ひめます」の地域団体商標登録を特
許庁に出願することを発表しました。小林組合長は「商
標登録されることで、認知度を高めて十和田湖の魅力を
全国に発信していきたい」と、意気込みを話しました。

講習会では、野菜ソムリエのタナカトウコさんの指導の
もと、料理写真の撮り方などを学びました

十和田湖の活性化に向けて
「十和田湖ひめます」商標登録を出願

　８月 24 日、稲生川ふれあい公園で「第 11 回稲生川ふ
れあい祭り」が開催され、地域住民ら約 200 人が参加し
ました。
　主催した稲生川せせらぎ活動委員会の平野隆夫会長は
「川沿いの花壇整備など皆さんの日ごろの活動には心か
ら感謝しています」と、あいさつ。会場では、ニジマス
のつかみ取りやバーベキューなどが行われ、参加者らは
交流を深めていました。 ニジマスのつかみ取りなどの催しには多くの子どもたちが

参加。大きな歓声を上げながら楽しんでいました

環境整備、美化活動への思いを新たに
第 11回稲生川ふれあい祭り

　９月１日、十和田湖畔エリアの振興対策として市民を
対象とした日帰りバスツアーの第二弾「湖畔のバーベ
キュー＆スキー場のひまわり畑 in 焼山」が行われ、19
人が参加し、カヌー体験や十和田湖遊覧船のグリーン船
室体験などを楽しみました。
　参加した宮島大

ひ ろ き

貴さんと豊原賢吾さん（ともに北里大
学・３年）は「カヌーから見た十和田湖の景色がとても
きれいで驚きました」と、楽しそうに話していました。

市民が十和田湖畔でカヌーなどを体験
十和田湖の魅力を再発見

カヌーはほとんどのかたが初体験。慣れてくると「楽しい」
と、笑顔を見せていました

　昭和 31 年の発表以来、市民に親しまれてきた「三本
木小唄」。この三本木小唄は半世紀以上前に制作された
レコードが残るだけで、廃

すた

れることを危
き ぐ

惧した市民有志
が三本木小唄復元実行委員会（野崎能

よしなり

成委員長）を結成。
このたび、菅原都

つ づ こ

々子さんが歌い直し、新たにＣＤを制
作しました。また、実行委員会では、異なって伝わって
いた三本木小唄の出だしの踊りかたを統一。９月 13 日、
官庁街通りで踊りを披露しました。 ９月４日、三本木小唄復元実行委員会の皆さんが市役所

を訪れ、市にＣＤ50枚を寄贈しました

十和田市の盆踊り定番ソングが復活
三本木小唄を再レコーディング

　９月 13 日、アートステーショントワダで十和田市を
広く全国にＰＲする十和田奥入瀬観光大使に本市出身の
歌手・菅原都々子さんを新たに任命しました。
　小山田市長から委嘱状と「三本木小唄」復元に尽力す
るなど歌を通した市への貢献に対し、感謝状が贈呈され
ました。菅原さんは「昨日から胸がいっぱいです。今日
は感謝の意味を込めて三本木小唄を歌わせていただきま
す」と、笑顔で話しました。 会場には約60人の市民が集まり、菅原さんの生歌で「三

本木小唄」の流し踊りが披露されました

９人目の十和田奥入瀬観光大使
菅
す が わ ら

原都
つ づ こ

々子さんを観光大使に委嘱

自分たちで植えたひまわりを観察に訪れた園児たち

満開のひまわりの中で記念撮影をしているかたも

　８月中旬から９月上旬にかけて、十和田湖温泉スキー場
で試験栽培を行っているひまわり約 33 万本が見ごろを迎
え、訪れたかたの目を楽しませていました。
　９月３日には、６月にひまわりの一種「キッズスマイル」
の種まきを行った学校法人青森山田学園青森大学附属北園
幼稚園（沢目玲子園長）の園児ら約 50 人が、自分たちで
植えたひまわりを見学に訪れました。園児らは「きれい」「大
きく育っている」などと歓声を上げながらひまわりを観察
していました。吉崎夏

な つ き

希ちゃん（６歳）は「思っていたよ
り大きく、きれいに咲いていてうれしいです」と、喜んで
いました。
　また、奥入瀬温泉活性化協議会
（小笠原正明会長）が、「奥入瀬温
泉郷フラワーロード」として、観
光客を花でおもてなししていま
す。奥入瀬インフォメーション・
hakocco（ハコッコ）周辺や十和
田湖温泉郷メイン通りを色とりど
り、たくさんの種類の花で飾り付
けました。花に囲まれた焼山地区
に訪れてみませんか。 温泉郷が花で彩られました

十和田湖温泉スキー場で33万本のひまわり咲き誇る
花に囲まれ子どもたちの笑顔も満開

Pick
up
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「
健
康
と
く
ら
し
の
調
査
」
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　

市
で
は
、
日
本
福
祉
大
学
や
厚
生
労
働

省
研
究
班
と
共
同
で
、「
健
康
と
く
ら
し

の
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
高
齢
者
の
健
康
状
態
や

暮
ら
し
の
様
子
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
ど

の
よ
う
な
か
た
が
寝
た
き
り
や
認
知
症
に

な
り
に
く
い
の
か
、
介
護
保
険
料
を
抑
え

る
た
め
に
ど
ん
な
事
業
に
取
り
組
む
べ
き

か
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も

の
で
す
。

　

調
査
対
象
の
か
た
に
は
10
月
中
旬
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
者　

10
月
１
日
現
在
65
歳
以
上

　

の
か
た
５
０
０
０
人
を
抽
出
。

回
答
期
限　

11
月
11
日
㈪
ま
で
に
同
封
す

　

る
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く

　

だ
さ
い
。

問
高
齢
介
護
課
☎
51
６
７
２
１

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
予
約
貸
付 　
　

　

母
子
家
庭
な
ど
の
児
童
が
小･

中
学
校

に
入
学
す
る
場
合
お
よ
び
高
等
学
校
・
大

学
な
ど
に
入
学
を
希
望
す
る
場
合
の
就
学

支
度
資
金
お
よ
び
修
学
資
金
に
つ
い
て
、

貸
し
付
け
の
予
約
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

貸
付
額
や
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　

10
月
21
日
㈪
〜
12
月
11
日
㈬

問
福
祉
課
☎
51
６
７
１
７

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
補
助
し
ま
す　

　

市
内
に
住
宅
を
有
し
、
そ
の
住
宅
に
住

ん
で
い
る
か
た
で
、
性
能
向
上
改
修
工
事

費
が
20
万
円
以
上
と
な
る
工
事
を
市
内
の

施
工
業
者
（
市
内
に
本
社
を
有
す
る
法
人

ま
た
は
市
内
の
個
人
事
業
者
）
に
依
頼
す

る
工
事
に
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　

全
体
改
修
工
事
費
の
10
％
（
上

　

限
20
万
円
）　

改
修
工
事
例　

ト
イ
レ
を
広
く
す
る
、
段

　

差
の
解
消
、
タ
イ
ル
浴
室
を
ユ
ニ
ッ
ト

　

バ
ス
に
す
る
な
ど

受
付
期
限　

11
月
29
日
㈮

※
工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

　

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

　

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
建
築
課
☎
51
６
７
３
８

☎㉓ 5111
FAX㉒ 5100

問…問い合わせ先
…申し込み先

HP…ホームページ
※費用の記載がない
　ものは無料です。

10
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
し
た

　

９
月
中
旬
に
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
、
加
入
世
帯
へ

郵
送
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い
か
た

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
の
色　

桃
色

■
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら

▼
記
載
事
項
を
確
認
し
、
間
違
い
や
変
更

　

が
あ
る
と
き
は
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
限
切
れ
の
旧
保
険
証
は
、
責
任
を

　

持
っ
て
処
分
す
る
か
、
国
民
健
康
保
険  

　

課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
医
療
機

　

関
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
26
年
９
月
30
日

▼
次
の
か
た
は
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

▽
10
月
２
日
以
降
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

　

え
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
に

　

な
る
か
た
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で

▽
10
月
２
日
以
降
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

　

え
る
退
職
被
保
険
者
本
人
と
そ
の
被
扶

　

養
者
の
か
た
は
誕
生
日
の
属
す
る
月
の

　

末
日
ま
で
（
１
日
生
ま
れ
の
か
た
は
、

　

誕
生
日
の
前
月
の
末
日
）

◆
国
保
優
良
世
帯
を
表
彰
し
ま
す
◆

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
国
保
の
世
帯
員
が
２
人
以
上
で
、
平
成

　

24
年
度
中
に
世
帯
員
全
員
が
医
療
機
関

　

で
受
診
し
な
か
っ
た
世
帯

▼
平
成
24
年
度
中
に
、
国
保
世
帯
員
の
異

　

動
（
出
生
、
死
亡
を
除
く
）
が
な
か
っ

　

た
世
帯

▼
平
成
24
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
し

　

て
い
る
世
帯

申
込
期
限　

10
月
16
日
㈬

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
51
６
７
５
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
皆
さ
ま
へ

■
平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
高
額
介

　

護
合
算
療
養
費
・
高
額
医
療
合
算
介
護

　
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
の
申
請
を
８
月

　

１
日
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
１
年
に

　

１
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

　

か
。
納
付
が
困
難
な
場
合
は
お
早
め
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
51
６
７
５
２

一
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
を
！

　

下
水
道
の
使
用
が
可
能
に
な
り
、「
供

用
開
始
の
告
示
」
の
手
続
き
を
し
た
区
域

内
で
は
、
３
年
以
内
に
公
共
下
水
道
へ
接

続
す
る
こ
と
が
下
水
道
法
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
接
続
工
事
の
た
め
の
水
洗
化
な

ど
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
利
子
は
市

が
負
担
）。

　

な
お
、
接
続
工
事
は
、
市
の
指
定
を
受

け
た
工
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
管
理
課
☎
㉕
４
５
１
５

⬇
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中
央
病
院
非
常
勤
職
員
募
集

職
種　

が
ん
相
談
員

募
集
人
数　

１
人

対
象　

看
護
師
免
許
を
有
す
る
か
た　

業
務
内
容　

が
ん
に
関
す
る
相
談
へ
の
対

　

応
、
患
者
や
家
族
へ
の
治
療
情
報
の
提

　

供
な
ど　

勤
務
時
間
（
祝
日
を
除
く
）

▼
月
〜
木
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

報
酬　

時
給
１
２
０
０
円

面
接
試
験　

別
途
連
絡

任
用
期
間　

任
用
さ
れ
た
日
か
ら
平
成
26

　

年
３
月
31
日
ま
で

提
出
書
類　

▼
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に

　

顔
写
真
貼
付
）
▼
看
護
師
免
許
の
写
し

中
央
病
院
業
務
課
☎
㉓
５
１
２
１

巧
妙
な
手
口
で
、
あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い

ま
す
。
う
ま
い
話
に
注
意
！

　
「
宝
く
じ
の
当
選
番
号
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
」
な
ど
と
持
ち
掛
け
ら
れ
、
現
金

を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
事
件
が
市
内
で
数
件

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
う
ま
い

話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
射し

ゃ
こ
う
し
ん

幸
心
を
あ
お
る
話
は
詐
欺
の
可
能
性

▼
持
ち
掛
け
ら
れ
た
ら
き
っ
ぱ
り
断
る

▼
や
り
と
り
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
お
金
を

　

払
わ
な
い

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
ま
ち
づ
く
り

　

支
援
課
内
）
☎
51
６
７
５
７

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

あ
ず
ま
町
町
内
会
（
東
十
四
番
町
）
で

は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
25
年

度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金

で
次
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

助
成
金
額　

１
５
０
万
円

整
備
し
た
備
品　

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
物

　

置
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
な
ど

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
５

10
月
は
「
木
づ
か
い
推
進
月
間
」
で
す

　

青
森
県
内
に
は
、
ス
ギ
や
ア
カ
マ
ツ
、

ヒ
バ
な
ど
の
「
県
産
材
」
と
し
て
利
用
で

き
る
木
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

木
材
を
住
宅
や
木
製
品
に
活
用
す
る
こ

と
は
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
が
進
み
、

森
林
の
保
全
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢

献
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
産
材
を
使
う
こ

と
で
、
輸
送
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
や
地
域
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
「
県

産
材
」
を
生
活
に
取
り
入
れ
、
人
と
環
境

に
優
し
く
エ
コ
な
「
県
産
材
の
地
産
地

消
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
４
５

「
子
ど
も
・
若
者
総
合
案
内
」
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
・
若
者
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
発

達
障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え

た
子
ど
も
・
若
者
や
そ
の
家
族
の
お
悩
み

に
応
じ
た
相
談
窓
口
や
専
門
機
関
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

問
子
ど
も
・
若
者
総
合
案
内
（
県
青
少
年
・   

　

男
女
共
同
参
画
課
内
）

　

☎
０
１
７
・
７
７
７
・
６
１
２
３

問政策財政課☎51 6711
　10 月１日現在で、住宅・土地統計調
査（抽出調査）を実施しています。
　調査票が配布された世帯には、調査
員が回収に伺いますので、皆さんのご
協力をお願いします。
　なお、インターネットでも回答でき
ます。

平
成
26
年
度
入
学
特
認
校
生
徒
募
集

　

市
の
特
認
校
「
切
田
中
学
校
」
で
は
、

来
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
体
験
学

習
や
ふ
れ
あ
い
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
郷
土
愛
に
満
ち
た
国

際
人
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

対
象　

来
年
度
中
学
校
に
進
学
す
る
市
内

　

在
住
の
小
学
６
年
生

募
集
人
員　

10
人
程
度

見
学
会　

10
月
31
日
㈭　

午
後
３
時
〜

募
集
期
間　

10
月
31
日
㈭
〜
11
月
８
日
㈮

面
談　

12
月
２
日
㈪

※
詳
し
く
は
切
田
中
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

名
水
地
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

と
き　

10
月
16
日
㈬　

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
桜
の
広
場
午
前
８
時
50
分
集
合

内
容　

市
内
の
名
水
地
（
６
カ
所
）
を
徒

　

歩
と
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

費
用　

１
０
０
０
円

持
ち
物　

昼
食
、
敷
物
な
ど

申
込
期
限　

10
月
７
日
㈪

市
名
水
保
全
対
策
協
議
会
（
市
外
郭
団

　

体
事
務
室
内
）
☎
51
６
７
８
３

十
和
田
湖
遊
覧
船
を
貸
し
切
り
で
！
和
田

光
弘
先
生
に
聞
く
！
十
和
田
湖
の
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
と
撮
影
方
法　

写
真
撮
影
会
参
加

者
募
集

　

本
市
出
身
で
日
本
写
真
家
協
会
会
員
の

和
田
光
弘
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
紅

葉
の
十
和
田
湖
で
写
真
撮
影
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　

10
月
26
日
㈯

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

▼
一
般
２
８
０
０
円

　

▼
中
・
高
校
生
２
０
０
０
円

持
ち
物　

カ
メ
ラ
な
ど
撮
影
機
材
、
雨
具

申
込
期
限　

10
月
18
日
㈮

㈳
市
観
光
協
会
☎
㉔
３
０
０
６
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☎㉒ 4416

　「健康と食事」についての講演、ヤーコン収穫
体験、郷土料理作りを行います。
とき　10月 16日㈬、11月６日㈬、11月 28日㈭
　の全３回　午前９時 30 分～正午
定員　16 人（応募者多数時抽選）
費用　材料費実費　持ち物　エプロン、三角巾
申込期限　10 月９日㈬

みなみ食育教室１

＊南公民館

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
舞
台
の
施

設
・
設
備
を
紹
介
す
る
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。
普
段
見
る
機
会

が
な
い
場
所
な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生
お
よ
び
そ
の
保

　

護
者
20
組
（
必
ず
保
護
者
同
伴
）　

と
き　

11
月
９
日
㈯　

午
後
１
時
〜
５
時

内
容　

電
動
イ
ス
の
収
納
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

　

ウ
ム
観
覧
、
地
下
室
・
展
望
台
案
内
、

　

翌
日
の
こ
ど
も
劇
団
の
演
劇
「
た
る
べ

　

の
森
」
リ
ハ
ー
サ
ル
見
学
ほ
か

※
動
き
や
す
い
服
装
、
ズ
ッ
ク
で
ご
参
加

　

く
だ
さ
い
。

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
５
２
０
０

「
三
八
上
北
流
域
の
国
有
林
の
地
域
別
の

森
林
計
画
等
に
関
す
る
住
民
懇
談
会
」
参

加
者
募
集

　

次
期
５
年
間
の
「
三
八
上
北
流
域
の
国

有
林
の
森
林
計
画
等
」
の
策
定
に
当
た

り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
森
林
作
り

な
ど
に
関
す
る
意
見
を
伺
い
、
計
画
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
26
日
㈫　

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

富
士
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

定
員　

30
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）

申
込
期
限　

11
月
１
日
㈮

三
八
上
北
森
林
管
理
署

　

☎
㉓
３
５
５
１

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
１
０
０
０
匹
飛
ば
そ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫

を
飼
育
す
る
か
た
募
集

対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
、
小
学
校

　

や
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど

と
き　

11
月
〜
平
成
26
年
４
月
末
ま
で
の

　

半
年
間

内
容　

自
宅
や
学
校
な
ど
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

　

ル
の
幼
虫
を
飼
育
し
て
も
ら
い
、
５
月

　

に
ど
ん
ぐ
り
の
森
・
山や

ま
が
っ
こ
う

楽
校
に
放
流
。

　

７
月
に
観
察
会
を
行
い
ま
す
（
水
槽
を

　

貸
与
し
ま
す
）。

申
込
期
限　

10
月
20
日
㈰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り
の
森
・
山
楽
校

　

事
務
局　

小
笠
原

　

☎
０
９
０
・
２
６
０
２
・
８
０
９
７

平
成
26
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
助
成
事

業
募
集

　

地
域
の
活
性
化
お
よ
び
産
業
の
育
成
・

振
興
を
図
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業　

①
人
材
育
成
②
技
術
開
発
③

　

商
品
開
発
④
市
場
・
販
路
開
拓
⑤
観
光

　

開
発
⑥
環
境
整
備
⑦
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

　

交
流
な
ど

助
成
金　

事
業
費
の
５
分
の
４
以
内

対
象
団
体　

産
業
団
体
、
地
域
づ
く
り
グ

　

ル
ー
プ
・
組
織
な
ど

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈭
（
必
着
）

※
詳
し
く
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

（
公
財
）
む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振

　

興
財
団
☎
０
１
７
・
７
７
３
・
６
２
２
２

ひ
め
ま
す
祭
り
＆
自
然
歴
史
探
訪
と
芸
術

鑑
賞
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

十
和
田
湖
畔
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
の
第
三
弾
で
す
。

と
き　

①
11
月
９
日
㈯
②
11
月
10
日
㈰

内
容　

休
屋
で
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
ツ
ア
ー
や

　

ひ
め
ま
す
祭
り
、
奥
入
瀬
芸
術
祭
の
観

　

覧
な
ど

定
員　

各
40
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
２
０
０
円

申
込
期
限　

①
11
月
２
日
㈯

　

②
11
月
３
日
㈰

㈱
十
和
田
電
鉄
観
光
社
☎
㉓
６
１
０
２

☎72 2102

　布を使ってお供え餅の飾りものを作ります。
とき　11 月 13 日㈬　
　　　午前９時～正午
定員　12 人（応募者多数時抽選）
費用　2,000 円（材料費）
申込期間　10 月 21 日㈪～ 31 日㈭

和布小物教室

＊十和田湖公民館

市
民
企
画
型
講
座

　
「
農
家
の
ち
ょ
こ
っ
と
苔こ
け

玉
作
り
」

　

コ
ケ
、
苗
木
を
使
っ
て
ミ
ニ
盆
栽
を
作

り
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上

と
き　

①
10
月
12
日
㈯
②
10
月
23
日
㈬

　

③
11
月
９
日
㈯
の
全
３
回

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

①
③
南
公
民
館
、
②
中
央
公
民

　

館
講
師　

中
野　

と
し
子
さ
ん

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

申
込
期
限　

各
開
催
日
の
１
週
間
前

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課
☎
72
２
３
１
８
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元
気
は
つ
ら
つ
運
動
教
室

■
お
た
め
し
コ
ー
ス

　

最
近
「
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
」「
階
段

を
上
る
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
」
な
ど

の
症
状
が
あ
る
か
た
に
お
勧
め
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
運
動
不
足

　

を
感
じ
て
い
る
か
た

と
き　

10
月
11
日
㈮　

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

南
公
民
館

内
容　

簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
な
ど

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

10
月
９
日
㈬

■
運
動
３
カ
月
コ
ー
ス

　

足
腰
が
弱
っ
て
き
た
か
た
を
対
象
に
整

骨
院
で
週
１
回
約
１
時
間
の
運
動
教
室
を

実
施
し
ま
す
。

対
象　

足
腰
が
弱
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の

　

か
た
で
合
計
12
回
（
３
カ
月
間
）
参
加

　

で
き
る
か
た

※
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
判
定
し
、
対

　

象
者
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保

　

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
中
の
か
た
は
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
。

と
き　

11
月
〜
１
月

と
こ
ろ　

市
と
契
約
し
て
い
る
整
骨
院

内
容　

簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ

　

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
体
操

費
用　

月
２
０
０
０
円

申
込
期
限　

10
月
10
日
㈭

◆
い
ず
れ
も

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
70
３
６
７
１

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
（
後
期
）

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

対
象　

18
歳
以
上
の
市
民

と
き　

10
月
21
日
〜
平
成
26
年
２
月
24
日

　

毎
週
月
曜
日
、全
12
回
（
第
１
月
曜
日
、

　

祝
日
を
除
く
）

①
リ
ズ
ム
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

②
ナ
イ
タ
ー
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス　

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
一
つ

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

費
用　

▼
新
規
の
か
た
２
２
０
０
円
（
参

　

加
料
、
保
険
料
）
▼
前
期
か
ら
継
続
の

　

か
た
３
５
０
円
（
参
加
料
）

申
込
期
間　

▼
新
規
の
か
た
10
月
２
日
㈬

　

〜
17
日
㈭　

▼
前
期
か
ら
継
続
の
か
た

　

10
月
８
日
㈫
〜
17
日
㈭

参
加
料
持
参
の
上
、
市
総
合
体
育
セ
ン

　

タ
ー
へ
☎
㉕
５
５
５
５

手
作
り
製
本
教
室

対
象　

小
学
３
年
生
〜
一
般

と
き　

10
月
27
日
㈰　

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

内
容　

簡
単
な
本
の
作
成

申
込
期
限　

10
月
18
日
㈮

市
民
図
書
館
☎
㉓
７
８
０
８

奥
入
瀬
渓
流
エ
コ
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

　

澄
ん
だ
水
と
空
気
、
そ
し
て
彩
り
鮮
や

か
な
秋
の
十
和
田
奥
入
瀬
を
散
策
し
ま
せ

ん
か
。

と
き　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

と
こ
ろ　

焼
山
地
区
、
奥
入
瀬
渓
流
、
休

　

屋
地
区

内
容　

①
青
森
５
０
０
選
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ウ
ォ
ー
ク
②
奥
入
瀬
渓
流
三
里
半
ウ
ォ

　

ー
ク
③
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　

ウ
ォ
ー
ク
④
巨
木
と
重
要
文
化
財
（
旧

　

笠
石
家
）
め
ぐ
り
⑤
湖
畔
オ
ー
プ
ン
テ

　

ラ
ス

※
③
以
外
は
有
料
で
す
。
ま
た
、
事
前
に

　

申
し
込
み
が
必
要
な
も
の
も
有
り
ま
す
。

◆
フ
ェ
ス
タ
開
催
に
伴
い
、
奥
入
瀬
渓
流

　

の
マ
イ
カ
ー
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

規
制
区
間　

一
般
国
道
１
０
２
号
の
惣
辺

　

交
差
点
か
ら
子
ノ
口
交
差
点
ま
で

規
制
日
時　

両
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象
車
種　

マ
イ
カ
ー
車
両
（
レ
ン
タ

　

カ
ー
含
む
）

※
フ
ェ
ス
タ
の
内
容
や
交
通
規
制
な
ど
詳
し

　

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｅ
ｃ
ｏ‒

ｏ
ｉ
ｒ
ａ
ｓ
ｅ
．
ｃ
ｏ
ｍ

問
▼
エ
コ
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ　

㈳
市
観
光

　

協
会
☎
㉔
３
０
０
６

▼
マ
イ
カ
ー
交
通
規
制　

上
北
地
域
県
民

　

局
地
域
整
備
課
☎
㉓
４
３
１
１

HP

第
１
回
「
駒
っ
こ
カ
ッ
プ
」
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
誰
も
が
気
軽
に
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
大
会
に
参
加
し
て

交
流
を
深
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

対
象　

18
歳
以
上

と
き　

10
月
５
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

高
森
山
総
合
運
動
公
園
パ
ー
ク

　

ゴ
ル
フ
場

費
用　

１
０
０
０
円
（
コ
ー
ス
使
用
料
な

　

ど
）

持
ち
物　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
具
（
有
料
で

　

貸
し
出
し
用
有
り
）

申
込
期
限　

10
月
４
日
㈮

問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

☎
⑳
６
１
０
０

日
印
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

と
き　

10
月
６
日
㈰　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

十
和
田
富
士
屋
ホ
テ
ル

内
容　

▼
講
演

　

▽
演
題　
「
イ
ン
ド
の
今
と
日
本
と
の

　

か
か
わ
り
」

　

▽
講
師　

タ
レ
ン
ト
・
通
訳　

ア
ベ
デ
ィ

　

ン
・
モ
ハ
ン
マ
ド
シ
ャ
ム
ス
ル
さ
ん

　

▼
対
談　
「
イ
ン
ド
と
十
和
田
市
の
教

　

育
に
つ
い
て
」
※
イ
ン
ド
・
ポ
リ
オ
プ

　

ラ
ス
委
員
会
事
務
局
長
と
丸
井
英
子
さ

　

ん
（
市
立
藤
坂
小
学
校
校
長
）

※
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
同
所
で
歓
迎
交

　

流
会
を
開
催
（
会
費
３
０
０
０
円
）。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
十
和
田
国
際
交
流
協
会
・

　

村
山
☎
０
９
０
・
５
１
８
７
・
５
１
７
０
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元
気
！
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
展

　

安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
、
消
費
生
活
情
報
を
提
供
す
る
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
13
日
は
午
後

　

３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

道
の
駅
と
わ
だ

内
容　

消
費
生
活
情
報
パ
ネ
ル
展
示
、
消

　

エ
ネ
家
電
展
示
、
安
全
食
品
の
食
育
活

　

動
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
手
芸
品
販
売
な
ど

問
市
消
費
者
の
会
（
市
外
郭
団
体
事
務
室

　

内
）
☎
51
６
７
８
３

歌
川
広
重
作
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
保

永
堂
版
）
に
よ
る
「
子
供
の
為
の
巡
回
展
」

と
き　

10
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

馬
事
公
苑
称
徳
館

内
容　

▼
東
海
道
五
十
三
次
10
点
の
展
示

　

▼
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
美
術

　

セ
ミ
ナ
ー
▼
御
抹
茶
コ
ー
ナ
ー（
無
料
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

問
称
徳
館
☎
㉖
２
１
０
０

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

読
み
終
わ
っ
て
不
要
に
な
っ
た
本
を
お

持
ち
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
再
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

■
本
の
収
集

収
集
期
間　

10
月
22
日
㈫
〜
30
日
㈬

対
象
と
な
る
本 

▼
単
行
本
、
文
庫
本
、

　

雑
誌
（
マ
ン
ガ
、
有
害
図
書
は
除
く
）

▼
10
年
以
内
に
刊
行
さ
れ
た
汚
れ
の
な
い
本

▼
全
集
、
辞
典
類
は
全
巻
そ
ろ
っ
て
い
る

　

も
の

■
本
の
配
布

　

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
本
の
中
か
ら
お

好
き
な
本
を
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。　

配
布
期
間　

11
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰

配
布
冊
数　

１
人
10
冊
ま
で

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
は
持
参
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

◆
い
ず
れ
も

と
こ
ろ
・
時
間　

市
民
図
書
館

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
市
民
図
書
館
☎
㉓
７
８
０
８

平
成
25
年
度
青
森
県
上
十
三
地
区
地
域
婦

人
団
体
研
修
大
会

対
象　

地
域
住
民
の
か
た

と
き　

10
月
23
日
㈬

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

▼
講
演
①　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

　

▽
演
題　
『「
食
を
中
心
に
長
寿
を
考
え

　

る
」
栄
養
は
え
ー
よ
う
！
』

　

▽
講
師　

市
立
中
央
病
院
院
長

　
　

丹た
ん
の野　

弘ひ
ろ
あ
き晃
さ
ん

▼
講
演
②　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分　

　

▽
演
題　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」

　

▽
講
師　
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

を
考
え
る
」
代
表　

神こ
う
づ津　

カ
ン
ナ
さ
ん

問
市
連
合
婦
人
会
会
長
・
張
摩

　

☎
72
２
４
５
９

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
２
０
１
３
 in 
と
わ
だ

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

と
き　

10
月
26
日
㈯　

午
後
４
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

中
心
商
店
街
五
〜
八
丁
目
路
上

※
午
後
３
時
30
分
〜
９
時
ま
で
交
通
規
制

　

を
行
い
ま
す
。

内
容　

Ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｋ 

ｏ
ｒ 

Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
、

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
シ
ョ
ー
、
ス
ト
リ
ー

　

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ほ
か

問
七
・
八
丁
目
商
店
街
振
興
組
合

　

☎
㉓
２
４
６
１

第
20
回
十
和
田
駒
フ
ェ
ス
タ

と
き　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
園
緑
地

内
容　

全
日
本
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
選
手
権
、
十
和
田

　

ジ
ャ
ン
プ
選
手
権
、
乗
馬
体
験
、
馬
車

　

運
行
、
郷
土
芸
能
（
南
部
駒
踊
）
な
ど

問
十
和
田
駒
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
馬

　

事
公
苑
内
）
☎
㉖
２
１
０
０

道
の
駅
と
わ
だ　

と
わ
だ
ぴ
あ
12
周
年
祭

　

米
ポ
ン
実
演
販
売
、
苔
玉
作
り
体
験
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
体
験
、「
西
小
あ
か
ね
っ

こ
」
に
よ
る
よ
さ
こ
い
演
舞
、
南
部
裂
織

展
示
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

道
の
駅
と
わ
だ
、
匠
工
房

問
道
の
駅
と
わ
だ
☎
㉘
３
７
９
０

ま
ち
づ
く
り
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
ア
ー
ト
と
商
店
街
、
ま
ち
づ
く
り
は

今
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
部
は
、
弘
前
大
学
教
授
・
北
原
啓

司
さ
ん
や
㈱
土
澤
ま
ち
づ
く
り
会
社
代
表

取
締
役
・
猿
舘
祐
子
さ
ん
の
基
調
講
演

を
、
第
２
部
は
、
市
現
代
美
術
館
副
館
長
・

藤
浩
志
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
29
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
35
分

と
こ
ろ　

十
和
田
商
工
会
館

問
十
和
田
商
工
会
議
所
☎
㉔
１
１
１
１

⬇

【有料広告欄】　　総務課広報男女参画係☎51 6702

☎0176-51-4317　住所　十和田市西二番町８-４
アカシアの森法律事務所　弁護士　今井　正

　上記①、②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもし
れません。一度ご来所いただくだけです。お電話ください。

借金の相談無料、任意整理１社２万５千円
①大手消費者金融へ５年以上返済を続けている。

消費者金融が倒産する前に！

②金利が２５パーセント前後だった。
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【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

　十和田エイト・ライン観光協議会では、十和田湖、小川原
湖周辺５市町村（十和田市・三沢市・七戸町・東北町・新郷村）
の自然や文化に触れる「体感・体験型の日帰りツアー」を実
施します。是非参加してみませんか。

▼ 10 月 13 日㈰
　６時間歩きっぱなし！奥入瀬の奥景色
　ガイドと行く幻の「松見の滝」探索ツアー

▼ 10 月 20 日㈰
　２人でつくる思い出セット　
　～カップル限定　幸福行きツアー～

▼ 10 月 26 日㈯
　新郷村神秘とロマンのパワースポットミステリー
　ツアー

自然自然
－ Nature ー－ Nature ー

ツアー料金など詳しくはお問い合わせください。
問十和田エイト・ライン観光協議会（市観光推進課内）
　☎51 6772
㈱十和田電鉄観光社☎㉓ 6102

▼ 11 月３日㈰
　酒とお蕎

そ ば

麦と男と女！食べて打って
　飲まれて飲んでツアー

食食 － Food ー－ Food ー

東地区公民館まつり
とき　10 月 12 日㈯　午前９時～午後４時
　　　　　  13 日㈰　午前９時～午後３時
内容　▶ステージ発表　バレエ、吹奏楽、大正琴、
　　舞踊、紙芝居など
　▶展示、体験　生け花、お茶、絵画、陶芸、七宝、書道、
　　フラワーアレンジメントなど
　▶ふれあい広場　フリーマーケット、屋台多数出店、
　　ちびっこよさこい、太鼓演奏、空手演舞など
　▶その他　軽食堂、食生活改善推進員会および講座体
　　験コーナーなど

問☎㉔ 9000 中央公民館フェスティバル
とき　10 月 19 日㈯　午前９時～午後４時
　　　　　  20 日㈰　午前９時～午後３時
内容　▶ステージ発表　舞踊、コーラス、マジック、　
　　詩吟、カラオケ、ダンス、太極拳、楽器演奏など
　▶展示　陶芸、絵画、和紙ちぎり絵、押し花、水墨画、
　　七宝焼き、手芸、いけ花、盆栽、川柳、俳句、短歌、
　　書道など
　▶その他　お茶会、十和田アマチュア無線ピーアール
　　交信、食堂・喫茶・即売・将棋・風船のコーナーなど

問☎㉓ 5277

南公民館まつり
とき　10 月 26 日㈯　午前９時～午後４時
　　　　　  27 日㈰　午前９時～午後３時
内容　▶ステージ発表　
　　▷ 26 日　南小合唱部、藤坂小ブラスバンド部、
　　　十和田中吹奏楽部、三本木高校附属中吹奏楽部
　　▷ 27 日　三本木高ダンス愛好会、公民館講座・　
　　　利用団体など
　▶展示　水墨画、書道、生け花、切り絵、パッチワーク、
　　幼児サークル、発明クラブ、南小学校児童作品など

▶その他　
　▷ 26 日　体験茶会、ゲートボール・グラウンド
　　ゴルフ大会、即売・喫茶コーナーなど
　▷ 27 日　子どもの広場、軽食堂、健康づくりコー
　　ナー、フリーマーケット、即売・喫茶コーナーなど

問☎㉒ 4416

とき　10 月 27 日㈰　午前９時～午後３時
ところ　南公民館コミュニティ広場　募集数　10 店（先着順）
※テント、机、いすなどは出店者で準備してください。　
　酒類や飲食物の販売はできません。
申し込み方法　10 月２日㈬から 10 日㈭までに南公民館備え
　付けの出店申込書に記入の上、提出してください。

■フリーマーケット出店者募集■

公民館まつりへ　行こう！

入会会員募集中入会会員募集中
<経験を活かして働いてみませんか>

シルバー人材センターでは就業を希望する６０歳以上の高齢者を
募集しています
◆　入会に関する説明会　毎月第２・第４水曜日開催（９時～）
仕事は…
　○家庭の草取り　　　　○荷物の運搬
　○空地等の草刈り　　　○軽易な大工作業
　○農作業の手伝い　　　○蜂の巣駆除
　○庭木の手入れ　　　　○家庭等の掃除
　○簡単な家事援助　　　○庭木薬剤散布　等
詳しくは
　（公社）十和田市シルバー人材センター　☎25-0222　まで

《お気軽にご相談ください》
十和田ひまわり基金法律事務所《青森県弁護士会所属》弁護士 橋本明広
十和田市西三番町１番４２号　ＮＴＴ十和田ビル２階

取扱業務
民事全般、不動産、離婚、相続、成年後見、債務整理、会社関係、刑事
（上記以外の事件も取り扱っています。）
相談料　初回 60分　5,250 円（税込）
（個人の多重債務相談は無料です。）
相談は電話又は来所による予約制です。

http://www.towada-himawari.com
☎0176（21）5162（受付時間　平日９時～ 17時 30 分）



通所
リハ

MAIL：jimu-towada@sg-miyagikai.or.jp HP：http://sgtowada.blog36.fc2.com/
TEL

いずみ法律事務所 弁護士　鈴木　陽大

離婚、相続、不動産
交通事故、債務整理
その他、様々な法的なお悩みについて
法律問題の専門家である弁護士にご相談を

☆初回３０分法律相談料無料
℡ ０１７６－５８－６５５８
青森県十和田市西一番町１７番６号　２階
http://izumi-law.sakura.ne.jp

弁護士　花生　耕子
青森県弁護士会所属
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市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。
費用の記載がないものは無料です。

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

十和田野鳥の会
バードウォッチング参加者募集
とき　10 月６日㈰　田代平牧場
　11 月 17 日㈰　蔦六沼
　12 月 15 日㈰　小川原湖
　１月 26 日㈰　間木堤・百石海岸
　２月 16 日㈰　八戸蕪島海岸
　３月 16 日㈰　小川原湖・仏沼
※中央公民館前午前９時集合。車で
　相乗りして移動します。
持ち物　フィールドスコープ、図鑑など
十和田野鳥の会事務局・上明戸
　☎ 090 ‒2024‒5062

会会 弁護士・松田弘氏による
「相続について」の講演会
　（公社）青森県宅地建物取引業協会
顧問弁護士・松田弘氏の講演会です。
対象　どなたでも
とき　10 月 10 日㈭　午後３時～５時
ところ　富士屋グランドホール
問（公社）青森県宅地建物取引業
　協会十和田支部☎㉓ 1884

弘氏弘氏氏氏に

秋を楽しむハンギング
　　　　バスケット参加者募集
　日本ハンギング協会マスター２人
が指導し、秋の草花をバスケットに
素敵に寄せ植えします。
対象　市民のかた
とき　10 月 19 日㈯　
　午前 10 時～ 11 時 45 分
ところ　市役所正面玄関前
定員　25 人（先着順）　費用　500 円
持ち物　園芸用シャベル、手袋など
申し込み方法　電話またはファクス
問 十和田ガーデン花街道
　☎090‒2275‒8478　ＦＡＸ☎㉓ 2667

ンギンギギギギ
南部裂織保存会
　匠工房作品展　－ IRODORI －
とき　10 月 25 日㈮～ 27 日㈰
　午前９時～午後４時
ところ　道の駅とわだ・匠工房
内容　会員の新作 200 点を展示
問南部裂織保存会☎⑳ 8700

会会

第９回十和田市長杯争奪
駒の里将棋大会

対象　どなたでも
とき　10 月 27 日㈰　午後１時～６時
ところ　中央公民館
大会形式　トーナメント方式（予選有り）
費用　大人 1,000 円　子ども（高校
　生以下）500 円
将棋サークル代表・日野口☎㉕ 5051

市長市長長長

シルバー囲碁大会
（市老連・シルバー囲碁クラブ共催）
対象　市民のかた
とき　11 月５日㈫　午前 10 時～
ところ　市老人福祉センター
申込期限　11 月１日㈮
市老人クラブ連合会事務局

　☎㉕ 8633

大会大会大会会

奥入瀬散策と十和田湖遊覧と
十和田湖伝説バス遠足参加者募集
対象　市内在住のかた
とき　11 月３日㈰
　さくらの広場午前８時 30 分出発
定員　30 人　持ち物　昼食、雨具
費用　1,000 円（高校生以上）
申し込み方法　官製はがきまたは
　ファクス（参加者氏名・年齢・
　住所・電話番号を明記）
申込期限　10 月１日㈫～ 11 日㈮
〒 034‒0011　稲生町 16‒45　

　Ａハウス内十和田湖伝説バス遠足係
　ＦＡＸ58 7581
問ＴＭＧ 48 （トワダもてなしガール
　ズ）事務局☎ 58 7580

和和和和田田

はじめての「ユニカール教室」
参加者募集
対象　小学４年生以上（小学生は保
　護者同伴）
とき　10 月 19 日㈯　午後７時～
ところ　市総合体育センター
申し込み方法　直接会場へお越しく
　ださい。
持ち物　内履き
※動きやすい服装でご参加ください。
問十和田ユニカール協会・中沢
　☎㉓ 5660

ユニユニ

大町桂月企画展見学ツアー
　　　　　　　　　参加者募集
　紅葉の八甲田を経由し、青森県近
代文学館の企画展「大町桂月が描い
た青森」、桂月の文学碑のあるライト
アップされた中野もみじ山、盛美園
（平川市）を見学します。
とき　10 月 20 日㈰
※市役所西側（午前８時 30 分）、奥
　入瀬ろまんパーク（午前８時 45 分）
　出発
定員　40 人
費用　3,000 円（昼食は各自）
大町桂月を語る会事務局・谷川

　☎ 090‒7327‒6343

展見展見見見
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内　容 日　時

◆市税夜間納付窓口 １日㈫～４日㈮
28日㈪～ 11月１日㈮

◆市税夜間相談窓口 28日㈪～ 11月１日㈮

とき　午後５時 30 分～８時　ところ　収納課
問収納課☎51 6761

10

＜＞…開始時間

６日㈰ 十和田産婦人科内科クリニック☎㉓7777

13日㈰ 石川医院☎㉓2114

14日㈪ 泉山内科☎㉕1881

20日㈰ 小嶋外科胃腸科医院☎㉓2666

27日㈰ えとクリニック☎㉕2525

11月３日㈰ 岑産婦人科医院☎㉒7711

11月４日㈪ 藤井産婦人科医院☎㉒5588

問健康増進課
　☎㉕ 1181

免許証や保険証など住所が確認
できるものをお持ちください。

　　10 月 10日㈭は市民無料デー
　　　　　問現代美術館☎⑳ 1127

内　容 日　時
◆行政相談
行政機関などの業務に対する
苦情、意見、要望などの相談

７日㈪・21日㈪
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所
とのもめごとなどの相談

11 日㈮・25日㈮
午後１時～３時

◆特設行政・人権相談
行政機関の業務に対する苦情・意
見・要望や家庭内・隣近所のもめ
ごとなどの相談

16 日㈬
午前 10 時～午後４時
※新館５階会議室、十和田湖
　支所でも同時開催

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

23 日㈬　午後１時～４時
※ 16 日㈬から予約開始、定員７人

◆不動産相談　
不動産の売買、不動産の賃貸借
などの相談

10 日㈭　
午後１時～３時

◆くらしとお金の相談
多重債務・生活資金などの相談

９日㈬　午前10時～午後４時
※要予約

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故
などの消費生活の相談

毎週月～金
午前９時30分～午後３時30分
※要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

15 日㈫　
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
まちづくり支援課☎51 6777

１㈫ ▶第５回吉野仁太郎　油彩展～市民文化センター
　（問吉野仁太郎☎㉘3550）（～31日）

４㈮ ▶アートサークル彩　作品展<10：00>～市民文化センター
　（問アートサークル彩☎㉓4906）（～６日）

５㈯ ▶第30回　さつきミュージックランド発表会<13：00>
　～市民文化センター（問さつきミュージックランド☎㉒1673）

６㈰

▶八戸地区秋季高校放送コンテスト<９：30>
　～市民文化センター（問八戸東高校☎0178‒43‒0262）
▶すみ子モダンバレエ研究所　第33回バレエ発表会<13：00>
　～市民文化センター（問すみ子モダンバレエ研究所☎0178‒44‒9088）
▶柳家一琴　おやこ寄席・独演会<13：00・17：30>～市民文化センター
　（昼夜通し券2,500円）（問桂 文我の落語を聴く会☎㉓0932）

９㈬
▶佐々木優花　チャリティー　ジャズ　コンサート<19：00>
　～市民文化センター（2,000円）（問Yukaプロダクション  　
　☎090‒4886‒4355）

11㈮
▶全日写連十和田　写友「光陰」写真展　「2013　時と光の記憶」
　<10：00>～市民文化センター（問全日本写連十和田　写友
　「光陰」☎㉒1686）（～13日）
▶十和田市民大学講座　第６講座「テレビ番組制作過程論」　
　<18：30>～市民文化センター（問中央公民館☎㉓5277）

12㈯
▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎㉕1181）（26日も開催）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」<10：30・
　13：30>～市民図書館（問市民図書館☎㉓7808）（26日も開催）

14㈪ ▶ピアノエレクトーン　個人発表会<10：30・14：00>
　～市民文化センター（問㈱東京堂八戸店十和田センター☎㉒5155）

16㈬ ▶おしゃべりサロン「クローバー」<10：00・13：30>
　～市保健センター（問木津☎㉒5745・黒子☎090-2796-0999）

17㈭ ▶平成25年度　第９回十和田市社会福祉大会<９：45>
　～市民文化センター（問市社会福祉協議会☎㉓2992）

19㈯
▶第７回フォトとわだ写真展<10：00>～市民文化センター
　（問フォトとわだ事務局☎㉓0926）（～20日）
▶映画上映「奇跡のリンゴ」<10：30・13：30>
　～市民文化センター（1,000円）（問青森映研☎017‒721‒3641）

20㈰ ▶第39回　青森県身体障害者福祉大会　十和田大会<13：00>
　～市民文化センター（問福祉課☎516718）

24㈭ ▶十和田市小学校音楽交歓発表会<10：00>
　～市民文化センター（問指導課☎722309）

27㈰ ▼普通救命講習会<９：00>～十和田消防署
　（対象：中学生以上の市民）（問十和田消防署☎㉕4115）
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● 納税相談で来庁されるかたへお願い ●
　平成 25 年１月より収納課の場所が本館７番
窓口に変わりました。場所がわからない場合は、
お気軽に各課の窓口でお尋ねください。

内　容 日　時
◆ふれあい相談所　法律相談
弁護士による財産・金銭・借地・
保証人などに関する相談

10 日㈭　午後１時～４時
定員８人
※８日㈫午前９時から受付開始

ところ　市民図書館
市社会福祉協議会☎㉒ 7938

▶法の日司法書士無料法律相談会
とき　10 月５日㈯　午前 10 時～午後３時（先着順）
ところ　東公民館
内容　多重債務、相続、登記、成年後見、裁判所提出書類作成など
問青森県司法書士会☎ 017‒776‒8398
▶行政書士無料相談会
とき　10 月５日㈯　午前 10 時～午後３時（先着順）
ところ　勤労青少年ホーム
定員　20 人（先着順、予約可）
内容　相続、遺言、離婚、成年後見、許認可手続きなどの相談
問青森県行政書士会十和田支部山田事務所☎㉓ 2744
▶「全国一斉！法務局休日相談所」開設
とき　10 月６日㈰　午前 10 時～午後４時（予約不要）
ところ　青森地方法務局十和田支局（十和田奥入瀬合同庁舎）
内容　登記、土地の境界、相続、遺言、近所とのトラブル、
　子どものいじめや虐待、そのほか困っている問題
問青森地方法務局十和田支局総務課☎㉓ 2571
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33

44

55

11 33 44

55 　　　　1園児たちもたくましい太鼓の演奏を披露
　　　　2大勢の観客が見守る中、力を合わせて待機場所まで
　　　　　山車・太鼓車を引っ張る
　　　　3 4薄暮運行がスタート。各団体が特色ある独自の
　　　　　掛け声やスタイルでまつりを盛り上げる
5闇夜に包まれると、ライトアップされた山車・太鼓車は
　一層の輝きを放つ
6ライトに照らされ、笑顔も光る
7夜店は楽しみの一つ、悪戦苦闘しながらも
　金魚すくいを楽しむ子どもたち

22

66

中央町内会とあけぼの祭典委員会のコラボレーション中央町内会とあけぼの祭典委員会のコラボレーション
官庁街通りに鳴り響く笛、太鼓の音は観客も巻き込み、官庁街通りに鳴り響く笛、太鼓の音は観客も巻き込み、
ボルテージ（熱気）は一気にヒートアップ！ボルテージ（熱気）は一気にヒートアップ！
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冷めやらぬ冷めやらぬ熱気

９13金
初日

　　大盛況に終わったＢ‒１グランプリの余韻冷めやらぬ中、大盛況に終わったＢ‒１グランプリの余韻冷めやらぬ中、
開催された「十和田市秋まつり」。開催された「十和田市秋まつり」。
　豪華絢爛な山車や太鼓車、威勢の良い掛け声を発するみ　豪華絢爛な山車や太鼓車、威勢の良い掛け声を発するみ
こし、そして、笛・太鼓・かねが奏でる「十和田囃子」がこし、そして、笛・太鼓・かねが奏でる「十和田囃子」が
辺りに響き渡り、十和田を包む熱気は最高潮に達した辺りに響き渡り、十和田を包む熱気は最高潮に達した

77

９14土
中日

９15日
最終日

溢れる熱気を冷まそうとしているのか、溢れる熱気を冷まそうとしているのか、
豪雨に見舞われた最終日豪雨に見舞われた最終日

熱気はやまず！熱気はやまず！

山車はまだか～山車はまだか～
雨の中、運行を待ちわびる雨の中、運行を待ちわびる
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祭りのあと…
16 日㈪の早朝、市民約 100人が参加し、
官庁街通りなどでゴミ拾いを行った

2013 十和田市秋まつり2013 十和田市秋まつり

ＺＺＺＺ
ＺＺ ……

ちょっと一休みちょっと一休み

1迫力溢れる山車と整然とした運行を見せ、総合優勝の市長賞、
　運行審査部門の観光協会会長賞など数々の賞を受賞した南町内会
2三本木農業高校の採れたて大根は大人気
3沿道からの声援に応える十和田奥入瀬観光大使の菅

すがわら

原都
つ づ こ

々子さん
4夜には、威勢のいい掛け声を発しながら４団体のみこしが
　官庁街を練り歩く
5リズミカルな音楽に合わせて切れのあるダンスを披露
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人口と世帯 平成25年８月末現在　※（）内は前月比

■人口/64,715人（＋20人）男/31,002（＋５人）女/33,713人（＋15人）
■世帯数/27,080世帯（＋18世帯）

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

　

十
和
田
の
秋
の
風
物
詩
。

　

お
盆
が
過
ぎ
、
秋
の
気
配
を
感
じ

る
よ
う
に
な
る
と
、
夕
暮
れ
時
に
市

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て

く
る
笛
・
太
鼓
の
音
、
子
ど
も
た
ち

の
「
ヤ
ー
レ
、
ヤ
ー
レ
」
の
掛
け
声
。

　

秋
ま
つ
り
開
催
ま
で
の
約
一
カ
月
、

参
加
団
体
の
お
囃
子
を
奏
で
る
者
た

ち
は
、
中
日
に
開
催
さ
れ
る
「
十
和

田
囃
子
競
演
会
」
で
の
勝
利
を
目
標

に
、
日
々
練
習
に
明
け
暮
れ
る
。

　

９
月
14
日
、
つ
い
に
こ
の
日
が

や
っ
て
来
た
。
会
場
で
あ
る
市
相
撲

場
に
続
々
と
集
ま
る
参
加
15
団
体
の

選
手
た
ち
。
緊
張
感
が
会
場
全
体
に

み
な
ぎ
る
中
、
競
演
会
が
始
ま
っ
た
。

　

選
手
ら
は
会
場
に
い
る
仲
間
た
ち

の
期
待
と
声
援
を
一
身
に
受
け
、
懸

命
に
太
鼓
を
叩
き
、
笛
を
響
か
せ
、

か
ね
を
打
ち
鳴
ら
す
。
何
よ
り
も
小

太
鼓
を
叩
く
児
童
ら
が
発
す
る
掛
け

声
は
会
場
全
体
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。

　

ど
の
団
体
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
迫

力
の
あ
る
お
囃
子
を
展
開
し
、
こ
れ

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。

　

競
技
終
了
後
、
重
圧
か
ら
解
放
さ

れ
、
一
様
に
安
堵
し
た
表
情
を
浮
か

べ
る
選
手
た
ち
に
会
場
か
ら
は
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

Pick up 十和田囃
ばやし

子競演会
思いを込めたお囃子が響き渡る

　昨年に引き続き、見事に連覇を達成した東小稲町内
会の皆さん。小太鼓を叩いた高橋知弘くん（三本木
小・６年、写真下段左）は「連覇を目指して練習して
きたので、優勝できてとてもうれしいです」と、笑顔
を見せていました

第３位 あけぼの祭典委員会

準優勝
公園街地区
町内会連合会

優勝　東小稲町内会

第３位 中央町内会

十和田市秋まつり写真は市ホームページ「十和田市写真館」で公開しています


